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はじめに 
Bactrocera dorsalis species complex（ミカンコミバエ種群）は、分布範囲の広さ、加害能力、市場

への潜在的影響から多くの国で大きな脅威と捉えられており、防除をしていない果実は 100％の被

害に達する場合もある重要な病害虫である。このため、大韓民国及びジャマイカではB. dorsalis等
の寄主植物の輸入を禁止し、アメリカ合衆国等の多くの国で本種群の寄主植物に対して低温処理等

の検疫措置を求めている。 
日本においては、本種群は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定されている検疫

有害動物であり、同施行規則別表２に規定されている国又は地域からの該当する寄主植物の生果実

の輸入が禁止されている。 
今般、本種群の発生国に係る新たな情報を入手したことを受け、改めて本種群に対するリスク評

価を実施し、現行の検疫措置の有効性を評価するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 
 
Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害動物） 
１．学名及び分類 
（１）学名 

Bactrocera dorsalis species complex 
 
（２）英名、和名等 

英名：Oriental fruit fly species complex, 
和名：ミカンコミバエ種群 

 
（３）分類 

種類：節足動物 
科：Tephritidae 
属：Bactrocera 

 
※ Drew and Hancock（1994）はBactrocera dorsalis species complexを整理し、特にB. 

carambolae、B. caryeae、B. dorsalis、B. kandiensis、B. occipitalis、B. papayae、B. 
philippinensis及びB. pyrifoliaeの８種を経済的に重要な種として位置づけた。その後、

B.philippinensisはB. papayaeのシノニム（Drew and Roming, 2013）として、B. 
papayae及び B. invadensはB. dorsalisのシノニム（Schutze et al.,2015）としてそれ

ぞれ整理された。 
 
（４）シノニム（Bactrocera dorsalisのシノニム（CABI, 2018b; Drew and Roming, 2013; Schutze et 

al., 2015）） 
Bactrocera (Bactrocera) dorsalis Drew & Hancock, 1994 
Bactrocera (Bactrocera) invadens Drew et al., 2005 
Bactrocera (Bactrocera) papayae Drew & Hancock, 1994 
Bactrocera (Bactrocera) philippinensis Drew & Hancock, 1994 
Bactrocera (Bactrocera) variabilis Lin & Wang 
Bactrocera ferruginea Bezzi, 1913 
Bactrocera invadens Drew, Tsuruta & White 
Bactrocera papayae Drew & Hancock 
Bactrocera philippinensis 
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Chaetodacus ferrugineus Bezzi, 1916 
Chaetodacus ferrugineus dorsalis Bezzi, 1916 
Chaetodacus ferrugineus var. dorsalis Hendel, 1915 
Chaetodacus ferrugineus var. okinawanus Shiraki, 1933 
Dacus (Bactrocera) dorsalis Hardy, 1977 
Dacus (Bactrocera) semifemoralis Tseng et al., 1992 
Dacus (Bactrocera) yilanensis Tseng et al., 1992 
Dacus (Strumeta) dorsalis Hardy & Adachi, 1956 
Dacus dorsalis Hendel, 1912 
Dacus ferrugineus (Fabricius, 1805) 
Musca ferruginea Fabricius, 1794, preocc. 
Strumeta dorsalis Hering, 1956 
Strumeta dorsalis okinawana Shiraki, 1968 
Strumeta ferruginea Hering, 1956 

 
２．地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙１参照。下線部は令和７年１月21日改訂時に追加。） 

アジア：インド、インドネシア、カンボジア、シンガポール、スリランカ、タイ、台

湾、中華人民共和国、ネパール、パキスタン、バングラデシュ、東ティモール、フ

ィリピン、ブータン、ブルネイ、ベトナム、香港、マレーシア、ミャンマー、ラオ

ス 
中東：オマーン 
欧州：アゼルバイジャン 
アフリカ：アンゴラ、ウガンダ、エスワティニ、エチオピア、エリトリア、ガーナ、カ

ーボベルデ、ガボン、カメルーン、ガンビア、ギニア、ギニアビサウ、ケニア、コ

ートジボアール、コモロ、コンゴ共和国、コンゴ民主共和国、ザンビア、シエラレ

オネ、ジンバブエ、スーダン、赤道ギニア、セネガル、タンザニア、チャド、中央

アフリカ共和国、トーゴ、ナイジェリア、ナミビア、ニジェール、ブルキナファ

ソ、ブルンジ、ベナン、ボツワナ、マイヨット島、マダガスカル、マラウイ、マ

リ、南アフリカ共和国、モザンビーク、モーリシャス、モーリタニア、リベリア、

ルワンダ、レユニオン 
中南米：ガイアナ、スリナム、フランス領ギアナ 
大洋州：オーストラリア領クリスマス島、北マリアナ諸島、ナウル、パプアニューギニ

ア、パラオ、ハワイ諸島、フランス領ポリネシア 
 

※１ 南米においては、スリナム及びフランス領ギアナで本種群に含まれるB. 
carambolaeの発生が確認されて以来、ブラジルでは、フランス領ギアナに隣接する

アマパー州で発生が確認され、その後、隣接するパラ州、ロライマ州でも確認され

ている。なお、ブラジルにおいては発生が確認されている３州では公的防除を実施

中である（Castilho et al., 2019）。 
 

※２ 日本におけるB. dorsalisの侵入から根絶までの歴史 
B. dorsalisは 1919年に沖縄本島で発見され、1946年に奄美群島全域、1968年に

硫黄島等の一部を除く小笠原諸島ほぼ全域で発生が確認された。また、1974年に
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トカラ列島、種子島、屋久島で発生が確認されたが、ただちに防除が行われた結

果、定着には至らなかった。このため、南西諸島では雄除去法、小笠原諸島では雄

除去法と不妊虫放飼法を組み合わせた根絶防除事業が行われ、1986年八重山群島

での根絶確認により、防除開始から 18年の歳月と総額 50億円の直接防除費用（人

件費除く。）をかけ、B. dorsalisは日本から根絶された（石井ら, 1985; 佐伯ら, 
1980; 農林水産省植物防疫所, 1986; 吉澤, 1993）。 
なお、全国の主要な海空港等で誘引剤を用いた侵入調査を実施しており、本種群

の侵入防止に努めている。また、本種群が検出された場合、農林水産省、地方農政

局、内閣府沖縄総合事務局、都道府県など関係機関と協力して適切な防除を実施す

るための体制が整備されている（加藤, 2016; 農林水産省植物防疫所, 2024）。 
 
（２）生物地理区 

本種群は、旧北区、東洋区、エチオピア区、オセアニア区及び新熱帯区の５区に分布する。 
 
３．寄主植物及びその日本国内での分布 
（１）寄主植物（詳細は別紙２参照。） 

 
（２）日本国内における寄主植物の分布及び栽培状況 

イチゴ、カボチャ、キュウリ、スイカ、スモモ、トマト、ナス及びブドウ属：47都道府

県で栽培。 
ナシ、モモ及びリンゴ：46都道府県で栽培。 
カキ：45都府県で栽培。 
ミカン属：42都府県（北海道、東北の一部を除く。）で栽培。 
ニガウリ：39都道府県で栽培。 
ビワ：35都府県で栽培。 
マンゴウ：沖縄県、宮崎県、鹿児島県等 10県で栽培。 

 
※ 上記以外の寄主植物についても、国内で広く分布又は栽培されている。 

 
４．寄生部位及びその症状 

雌成虫は寄主植物の果実の果皮下に十数個の卵を産み、重複産卵された場合には１個の果実に

数百頭の幼虫が寄生していることもある（CABI, 2018b; 石井ら, 1985）。25℃の飼育条件下で

は、平均産卵数は627個／頭、１日あたりの平均産卵数は18個／頭である（一戸ら, 1973）。幼

果よりも熟果に好んで産卵する（石井ら, 1985）。果実表面に産卵痕が生じるが、寄生初期段階

では発見が困難である。幼虫は果実内を加害し、加害された果実は腐敗し、落果する（CABI, 
2018b; 加藤, 2016）。 

 
５．移動分散方法 
（１）自然分散 

成虫が飛翔により移動する。過去に行われた標識再捕法による研究では、飛翔距離は２～

65kmの範囲で報告されている（Otuka et al., 2016）。 
 
（２）人為分散 

本種群が寄生した果実により移動する（CABI, 2018b）。 
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６．有害動物の大きさ及び生態 
（１）有害動物の大きさ 

卵：白色～黄白色で長さ0.8～1.37mm、幅0.2～0.24mm（CABI, 2018b; Ichinohe et al., 1980; 上
地・有本, 2012） 

幼虫：体長は１齢幼虫で約1.2～1.3mm、２齢幼虫で約2.5～5.8mm、３齢幼虫で約7.0～
11.0mm（CABI, 2018b; 石井ら, 1985; 上地・有本, 2012） 

蛹：長さ約3.8～5.2mmで黄褐色又は暗褐色（Ichinohe et al., 1980; 上地・有本, 2012） 
成虫：体長は約７～８mm（石井ら, 1985; 上地・有本, 2012; 加藤, 2016） 

 
（２）繁殖様式 

有性生殖する（CABI, 2018b）。 
 
（３）年間世代数 

卵は産卵後１日以内にふ化する（涼しい環境では20日掛かる場合もある）。幼虫期間は６

～35日間で、土中で蛹化し、10～12日後に成虫となって出現する（涼しい環境では90日掛

かる場合もある）。成虫は１年を通じて発生し、羽化後８～12日で交尾し、１～３箇月生存

する（CABI, 2018b）。 
B. dorsalisの発育零点及び有効積算温度は、卵は11.65℃で22.87日度、幼虫は11.85℃で

85.06日度、蛹は11.00℃で163.49日度、産卵前期間は15.13℃で148.48日度、卵から羽化ま

では11.43℃で269.98日度である（佐伯ら, 1980）。発育零点及び有効積算温度から推定され

るB. dorsalisの日本各地における年間世代数は、札幌２世代、仙台３世代、東京４世代、鹿

児島５世代、那覇８世代である（佐伯ら, 1980; 岩泉, 1995）。 
 
（４）植物残さ中での生存 

落下した果実中でも生存する（CABI, 2018b）。 
 
（５）休眠性 

情報なし。 
 
７．媒介性又は被媒介性 

情報なし。 
 
８．被害の程度 

寄主範囲が広く、防除をしていない果実は100％の被害に達する場合もある。B. dorsalisの主

要な寄主はミカン属、キンカン属、カラタチ属（以下「カンキツ類」という。）、リンゴ、アン

ズ、バンジロウ、マンゴウ、モモ、ナシ、スモモ等である。分布範囲の広さ、加害能力、市場へ

の潜在的影響から多くの国で大きな脅威と捉えられている（CABI, 2018b）。 
日本では、B. dorsalisの根絶前に行われた調査では、沖縄県では、カンキツ類で4.1～36.4％、

モモで14.7～40.8％、パパイヤで19.0～27.2％、ピーマンで2.4～10.5％、トマトで0.2～4.9%、

バンジロウで30.8～63.8%の被害果が、鹿児島県奄美群島では、カンキツ類で0.3～15.4％、モモ

で19.5～39.8%、スモモでは1.9～27.7%、バンジロウでは13.7～97.4％の被害果が確認されてい

る（石井ら, 1985）。 
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９．防除 
産卵を防止するための果実の袋がけ、誘引剤を利用した雄除去法、ベイト剤（殺虫剤＋タンパ

ク質餌）の散布による防除（CABI, 2018b）。誘引剤はメチルオイゲノールを使用する（Drew and 
Roming, 2013; FAO, 2015）。 

また、本種群の未発生国の多くは、誘引剤を用いた侵入警戒調査を実施しており（CABI, 
2018b）、本種群が検出された場合は、各国のアクションプランに基づき寄主植物の移動制限、

寄主植物（果実）の除去、ベイト剤の散布等の公的防除が行われている。モーリシャスでは、本

種群の根絶のために100万米ドルの費用がかけられた（CABI, 2018b）が、現在、同国内にまん延

している（Sookar et al., 2020; EPPO, 2021）。 
 
１０．日本における輸入検疫措置 

本種群は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定されている検疫有害動物であ

り、同施行規則別表２に規定されている国又は地域からの該当する寄主植物の生果実の輸入は認

められていない（輸入禁止）。しかし、以下の寄主植物は、「農林水産大臣が定める基準に適合

している。」（同施行規則別表２の付表）ことを条件に輸入が認められている。 
（１）蒸熱処理 

・ タイ産トーンディー種のポメロの生果実 
・ ハワイ諸島産ソロ種のパパイヤの生果実 
・ フィリピン産ソロ種のパパイヤの生果実 
・ ベトナム産ヒロセレウス・ウンダーツス及びヒロセレウス・ウンダーツスとヒロセレウ

ス・コスタリケンシスとの交雑種の生果実 
・ 台湾産ヒロセレウス属植物（ヒロセレウス・ウンダーツス、ヒロセレウス・コスタリケン

シス及びヒロセレウス・ポリリズス並びにこれらの交雑種）の生果実 
・ タイ産マンゴスチンの生果実 
・ フィリピン産マニラスーパー種のマンゴウの生果実 
・ 台湾産台農二号種のパパイヤ及びアーヴイン種及びハーデイン種のマンゴウの生果実 
・ タイ産キオウサウェイ種、チョークアナン種、ナンカンワン種、ナンドクマイ種、ピムセ

ンダン種、マハチャノ種及びラッド種のマンゴウの生果実 
・ ハワイ諸島産ケイト種及びヘイデン種のマンゴウの生果実 
・ インド産アルフォンソ種、ケサー種、チョウサ種、バンガンパリ種、マリカ種及びラング

ラ種のマンゴウの生果実 
・ マレーシア産ハルマニス種のマンゴウの生果実 
・ パキスタン産シンドリ種及びチョウサ種のマンゴウの生果実 
・ ベトナム産カッチュー種のマンゴウの生果実 

 
（２）低温処理 

・ 南アフリカ共和国産バレンシア種、ワシントンネーブル種、トマンゴ種及びプロテア種の

スウィートオレンジ、レモン、グレープフルーツ、クレメンティン並びにバーリンカ種のブ

ドウの生果実（対象：本種群及びチチュウカイミバエ） 
・ エスワティニ産バレンシア種、ワシントンネーブル種、トマンゴ種及びプロテア種のスウ

ィートオレンジ、グレープフルーツ並びにクレメンティンの生果実（対象：本種群及びチチ

ュウカイミバエ） 
・ 台湾産ポンカン、ポメロ、巨峰及びイタリア種のブドウ並びにインドナツメの生果実 
・ 南アフリカ産共和国産ハス種のアボカドの生果実 
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・ ベトナム産りゅうがんの生果実 
 
（３）くん蒸処理 

・ 台湾産タンカン、リュウチン種のスウィートオレンジ及びカイト種のマンゴウの生果実 
・ ベトナム産ティエウ種レイシの生果実 

 
（４）蒸熱処理及び低温処理 

・ 台湾産レイシの生果実 
・ 中華人民共和国産レイシの生果実 

 
（５）温湯浸漬処理及びくん蒸処理 

・ 台湾産ソロ種パパイヤの生果実 
 
（６）システムズアプローチ 
  ・ タイ産マンゴスチンの生果実 
 
１１．諸外国における輸入検疫措置 
（１）輸入禁止措置 

大韓民国及びジャマイカは、B. dorsalis 等の寄主植物の輸入を禁止している（APQA, 2020; 
MICAF, 2005）。 

 
（２）検疫措置 

別紙４参照。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Bactrocera dorsalis species complexに対するリスク評価を行い、現行の検疫措置の有効性を評価

するため、病害虫リスクアナリシスを実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

Bactrocera dorsalis species complexを対象とする。なお、本種群の中で特に経済的に重要な種と

されているB. carambolae、B. caryeae、B. dorsalis（シノニム：B. invadens, B. papayae, B. 
philippinensis）、B. kandiensis、B. occipitalis、B. pyrifoliaeの情報を中心に生物学的情報を取りまとめ

た。 
 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」に示す「寄主植物」であって、「４．寄生部位

及びその症状」に示す「寄生部位」を含む植物を対象とする。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

本種群を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病

害虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の潜在性並びに経済的影響を及ぼす潜在性について調査し、検疫有害動植物となる潜在

性 を有するかどうかを検討する。なお、以下の（１）から（３）の評価項目の判断基準を満た

していない場合は、それが判明した時点で評価を中止できるものとする。 
（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

Bactrocera dorsalis species complexは、国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の潜在性 

本種群の寄主植物であるカボチャ、キュウリ、スモモ、トマト、ナス等は、47 都道府県

で栽培されていることから、もし本種が国内に入り込んだ場合、定着及びまん延するおそれが

ある。 
 
（３）経済的影響を及ぼす潜在性 

本種群は、寄主範囲が広く、寄主植物の果実の果皮下に卵を産み、幼虫が果実を加害するこ

とにより、発生国において、多くの被害報告がある。したがって、もし、国内に入り込み、定

着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼすおそれがある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

本種群は、国内未発生であるが、カボチャ、キュウリ、スモモ、トマト、ナス等の寄主

植物は国内で広く栽培され本種群は、寄主範囲が広く、また、果実へ産卵し幼虫は果実を加

害することによる被害報告があることから、国内においても経済的影響を及ぼすことは否定で

きない。 
したがって、本種群は、検疫有害動植物となる潜在性を有することから、引き続き「２．農

業生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本種群は広食性で、寄主植物は国内で広く栽培又は自生しており、施設栽培も盛んに行

われている。野外での成虫の生存期間は数箇月と長い。また、B. dorsalis は、過去に東京

都小笠原諸島、鹿児島県奄美群島及び沖縄県に定着したことがあるが、1986 年に根絶に

成功しており、国内には定着していない。このため、本種群は、国内で生活環を維持でき

る。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

本種群は有害動物のため、評価しない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

本種群は、有性生殖を行い、雌成虫は果実に１回当たり十数個産卵し､１生涯で数百個

産卵することが報告されている。よって、評価基準に基づき２点と評価した。 
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イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適

性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

本種群の寄主植物であるカボチャ、キュウリ、スモモ、トマト、ナス等の多くは、

47都道府県で栽培されている。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

本種群が寄生する植物の科は、アカテツ科、アカネ科、ウルシ科、オトギリソウ科、カ

キノキ科、カタバミ科、クロウメモドキ科、クワ科、サボテン科、トケイソウ科、ナス科、

バショウ科、バラ科、バンレイシ科、フトモモ科、マメ科、ミカン科、ムクロジ科、ヤシ

科等が知られており、寄主植物の範囲は非常に幅広い。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

本種群は、旧北区、東洋区、エチオピア区、オセアニア区及び新熱帯区の５区に分布す

る。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の４点となった。 

 
（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）移動距離 

成虫は飛翔し、長距離移動することが知られている。よって、評価基準に基づき５点と

評価した。 
（イ）年間世代数 

発育期間は温度等の影響を受け変動するが、卵は産卵後１～数日以内にふ化する。幼虫

の発育期間は６～35 日間で、老熟幼虫になると果実から脱出し土中で蛹化する。蛹期間

は 10～12日間で、成虫は１年を通じて発生し、羽化後８～12日で交尾し、１～３箇月生

存する。 
発育零点及び有効積算温度から推定される国内各地における年間世代数は、札幌２世代、

仙台３世代、東京４世代、鹿児島５世代、那覇８世代である。よって、評価基準に基づき

５点と評価した。 
 

イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

本種群の寄主植物であるカボチャ、キュウリ、スイカ、スモモ、トマト、ナス等は、

47 都道府県で栽培されており、寄生部位である果実は商品として流通する。よって、評

価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）非農作物を介した分散 

非農作物を介した重要な人為的分散手段については知られていない。よって、本項目は

評価しない。 
 

ウ まん延の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中の５点となった。 
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（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

本種群の寄主植物には、カキ、カンキツ類、スモモ、トマト、ナシ、ビワ、マンゴウ、

モモ等が含まれ、影響を受ける農作物の産出額の合計は１兆 4,215.6 億円であることから、

評価基準に基づき４点と評価した。 
（イ）生産への影響 

本種群の寄主植物であるカキ、カンキツ類、スモモ、トマト、ナシ、ビワ、マンゴウ、

モモ等は国内で栽培されており、生産農業所得統計の対象とされている。また、防除をし

ていない果実は 100％の被害に達する場合もあるとの報告がある。よって、評価基準に基

づき４点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

国内では、過去に、誘引剤を用いた雄除去法等によるB. dorsalisの根絶防除事業を実

施し、防除開始から 18 年の歳月と総額 50 億円の直接防除費用（人件費除く。）をか

け、1986年に根絶に成功した事例がある。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は 16 点となり、評価基準に基づき直接的影響の評価点は４点

となった。 
 
イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

寄主植物であるウンシュウミカン、リンゴ、ナシ等は「農業保険法」及び「同法施行令」

で定める果樹・農作物に該当し、キュウリ、トマト、ナスは「野菜生産出荷安定法施行令」

で定める指定野菜に該当する。また、カンキツ類、モモ等は「果樹農業振興特別措置法施行

令」で定める果樹に該当するため、評価基準に基づき１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

大韓民国及びジャマイカは、B. dorsalis等の寄主植物の輸入を禁止している。よって、評

価基準に基づき１点と評価した。 
 

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の得点の和から、経済的重要性の評価点は５点

となった。 
 
（４）評価における不確実性 

本種群の寄主範囲は非常に広いことが知られており、影響を受ける植物については不確実性

を伴う。 
 
（５）農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 

定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の３項目の評価点の積は 100 点となり、本種

群の農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 
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３．入り込みの可能性の評価 
項目 評価における判断の根拠等 

（１）寄生部位 卵は寄主植物の果皮下に産み付けられ、幼虫は果実内を加害

する。 

（２）国内に入り込む可能性の

ある経路 

経路として考えられるものは〔消費用生植物〕である。 

用途 部位 経路となる可能性 

ア 消費用生植物 果実 〇 

（３）寄主植物の輸入検査量 別紙３参照 

 
（１）入り込みの可能性の評価 

ア 消費用生植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で本種群の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価

基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

卵の大きさは長さ0.8～1.37mm、幅0.2～0.24mmで寄主植物の果実の果皮下に産み付け

られる。幼虫は果実内を加害し、大きさは1.2～11.0mmである。よって、評価基準に基づ

き５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種群の寄主植物であるカボチャ、キュウリ、スイカ、スモモ、トマト、ナス等は、

47都道府県で栽培されている。よって、評価基準に基づき４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

成虫は飛翔し、長距離移動することが知られている。よって、評価基準に基づき３点と

評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は 4.3 点であり、消費用生植物を経路とした場合の

入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 
 
４．Bactrocera dorsalis species complexの病害虫リスク評価の結論 

本種群は検疫有害動物であり、消費用生植物を経路として入り込む可能性があると評価した。 
農業生産等への影響評価の結論

（病害虫固有のリスク） 
入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の

結論 用途 結論 

高い ア 消費用生植物 高い 高い 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 
病害虫リスク評価の結果、Bactrocera dorsalis species complexはリスク管理措置が必要な検疫有

害動物であると判断されたことから、ステージ３において、発生国からの寄主植物の輸入に伴う

本種群の入り込みのリスクを低減するための適切な管理措置について検討する。 
 
１．Bactrocera dorsalis species complexに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 実施主体 
（時期） 有効性 実行 

可能性 

①病害虫無発

生地域の設

定及び維持 

国際基準No. 
4及びNo. 26
に基づき設定

及び維持す

る。 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植

物防疫機関が設定、管理及

び維持する病害虫無発生地

域であれば、有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に管理

されることが必要である

が、実行可能と考えられ

る。 

 
輸出国 
（輸出前） 

 
〇 

 
〇 

②病害虫無発

生の生産地

又は生産用

地の設定及

び維持 

国際基準No. 
10に基づき

設定及び維持

する。 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植

物防疫機関が設定、管理及

び維持する病害虫無発生の

生産地又は生産用地であれ

ば、有効であるが、当該生

産地又は生産用地に本種群

が入り込まないことを確実

にする必要がある。 
 しかし、本種群の成虫は最

大65km飛翔した記録があ

り、飛翔能力が高いため、

病害虫無発生の生産地又は

生産用地の設定及び維持は

困難である。 

 
輸出国 
（輸出前） 

 

× 

 

－ 

③システムズ

アプローチ 
国際基準No. 
14及びNo. 35
に基づき実施

する。 

複数の管理措置の組み合わせ

であるシステムズアプローチ

についての有効性及び実行可

能性については、輸出国から

具体的に提案される管理措置

の内容を検討する必要があ

る。 

 
輸出国 
（輸出前） 

 

－ 

 

－ 

④栽培地検査 栽培期間中に

生育場所にお

いて植物の症

状等を観察す

〔有効性〕 
 卵は果実の果皮下に産み付

けられ、表面には産卵痕を

生じる。 

 
輸出国 

（栽培中） 

 

▽ 

 

〇 
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る。  しかし、卵及び幼虫は内部

に寄生するため、寄生初期

段階では発見が極めて困難

なことから、効果は限定的

である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に検査

されることが条件である

が、実行可能と考えられ

る。 
⑤熱処理、低

温処理、く

ん蒸処理

（リン化水

素、臭化メ

チル等）及

び放射線照

射処理 

 〔有効性〕 
 アメリカ合衆国、オースト

ラリア及びニュージーラン

ドは、多くの果実につい

て、Bactrocera dorsalis等を

対象に熱処理（蒸熱処理）

基準を設定している。 
 アメリカ合衆国は、ハワイ

産パパイヤ等の果実につい

て、B. dorsalis等を対象に熱

処理（強制通風加熱処理）

基準を設定している。 
 アメリカ合衆国は、ハワイ

産レイシ及びリュウガンの

果実について、B. dorsalis等
を対象に熱処理（温湯浸漬

処理）基準を設定してい

る。 
 国際基準では、パパイヤの

果実について、 B. dorsalis
を対象に熱処理（蒸熱処

理）基準が設定されている

（国際基準No. 28 
Annex32）。 
 アメリカ合衆国、オースト

ラリア、ニュージーランド

及びインドは、多くの果実

について、B. dorsalis等を対

象に低温処理基準を設定し

ている。 
 アメリカ合衆国、ニュージ

ーランド、台湾及びインド

は、多くの果実について、

B. dorsalis等を対象に臭化メ

チルくん蒸処理基準を設定

 
輸出国 

（輸出前） 

 

〇 

 

〇 

（臭化メ

チルくん

蒸処理及

び放射線

照射処理

▽） 
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している。 
 アメリカ合衆国及びニュー

ジーランドは、多くの果実

について、B. dorsalis等を対

象に放射線照射処理基準を

設定している。 
 国際基準では、ミバエ科

（Tephritidae）及びB. 
dorsalisの寄主植物（果実及

び野菜）について、放射線

照射処理基準150Gy及び

116Gyがそれぞれ設定され

ている（国際基準No. 28 
Annex7及びAnnex33）。 
 処理基準については、その

まま本種へ適用できるか、

補完的に別な措置も適用し

て実施できるかについて

は、個別案件ごとに別途検

討する必要がある。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に処理

されることが必要である

が、実行可能と考えられ

る。 
 輸出国によっては、臭化メ

チルくん蒸が認められてい

ない可能性ある。 
 日本において、食用植物へ

の放射線照射処理は、食品

衛生法（厚生省, 1947）に

基づきバレイショの発芽防

止を除いて認められていな

い。 
⑥検査証明書

への追記 
輸出国での目

視検査の結

果、本種群が

寄生していな

いことを確認

し、その旨を

検査証明書に

追記する。 

〔有効性〕 
 卵は果皮の下に産み付けら

れ、果実表面には産卵痕を

生じる。 
 しかし、寄生初期段階では

発見が極めて困難であるた

め、効果は限定的である。 
 
［実行可能性］  

 輸出国において適切な検査

が行われることが必要であ

 
輸出国 

（輸出時） 

 
▽ 

 
〇 



 

15 

有効性     〇：効果が高い 

▽：限定条件下で効果がある 

×：効果なし 

－：検討しない 

実行可能性   〇：実行可能 

▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 

－：検討しない 

 

２．経路ごとのBactrocera dorsalis species complexに対するリスク管理措置の選択肢の検討 
（１）消費用生植物（果実） 

ア 検討結果 
病害虫無発生地域の設定及び維持（選択肢①）は、本種群の入り込みのリスクに対して

有効な管理措置である。しかしながら、病害虫無発生地域の設定及び維持の方法について

は、寄主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるため、個別案件ご

とに具体的な内容を輸出国植物防疫機関が示し、日本側がその許諾を判断する必要がある。 
熱処理、低温処理及び臭化メチルくん蒸処理（選択肢⑤）は、科学的に有効であること

が証明された処理であれば、有効な管理措置である。 
なお、管理措置の特定に当たっては、本種群は、寄主植物の広さ、その加害能力及び市

場への潜在的影響から大きな脅威と捉えられ、大韓民国及びジャマイカは、B. dorsalis 等の

寄主植物の輸入を禁止し、他の多くの国及び地域でも輸出国での熱処理等の実施が求めら

れていることを考慮する必要がある。 
 

イ リスク管理措置の特定 

るが、実行可能と考えられ

る。 
⑦輸出入検査

（目視検

査） 

植物の症状等

を確認する。 
〔有効性〕 

 卵は果皮の下に産み付けら

れ、果実表面には産卵痕を

生じる。 
 しかし、寄生初期段階では

発見が極めて困難であるた

め、効果は限定的である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出入国において通常実施

されている検査であり、実

行可能である。 

 
輸出国 

（輸出時） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 
▽ 
 
 
 
▽ 

 
〇 
 
 
 
〇 

⑧隔離栽培中

の検査 

輸入後、国内

の施設におい

て一定期間栽

培し、寄生の

有無を確認す

る。 

〔有効性〕 

 本種群が入り込む可能性の

ある経路は消費用生植物

（果実）のため、輸入後に

一定期間の栽培による寄生

の有無の確認は有効ではな

い。 

 

輸入国 

（輸入後） 

 

× 

 

－ 
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消費用生植物（果実）に対する管理措置として、本種群の入り込みの可能性を低減させる

ことが可能であり、かつ、必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定した。な

お、以下のいずれかの管理措置を実施する必要がある。 
 

〇 輸出国（輸出前）において、輸出国植物防疫機関が国際基準に基づき設定、維持及び管

理された病害虫無発生地域で輸出対象植物を生産し、その旨を検査証明書に追記する。 
〇 輸出国（輸出前等）において、以下の処理のうち、国際基準No.28の付属書で採択され

ている処理基準又は２国間合意等による処理基準を適用し、その旨を検査証明書に追記す

る。 
・ 熱処理 
・ 低温処理 
・ くん蒸処理（リン化水素、臭化メチル等） 

 
なお、上記の管理措置については、日本が求める水準を満たすとともに、確実な実施に関

して担保をとる必要がある場合は、２国間合意に基づく必要がある。 
また、輸出国において上記の管理措置を的確に講ずることが困難であり、本種群の入り

込みのリスクが十分に低減されないと判断できる場合は、輸入禁止措置を講ずる必要がある。 
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別紙１ 
 

Bactrocera dorsalis species complexの発生国等の根拠 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 
アジア 

  
 

インド 発生 CABI, 2020  
Assam 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

Bihar 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Chhattisgarh 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

Delhi 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Goa 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

Gujarat 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020;  
Himachal Pradesh 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

Jammu and Kashmir 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Karnataka 発生 CABI, 2020  

Kerala 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Madhya Pradesh 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

Maharashtra 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020;  
Manipur 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Mizoram 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

Odisha 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Punjab 発生 CABI, 2020  

Rajasthan 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Sikkim 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

Tamil Nadu 発生 CABI, 2020  
Uttar Pradesh 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Uttarakhand 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
West Bengal 発生 CABI, 2020  

インドネシア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Irian Jaya 発生 CABI, 2020  

Java 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Lesser Sunda Islands 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

Sulawesi 発生 CABI, 2020  
Sumatra 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020;  

カンボジア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
シンガポール 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
スリランカ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
タイ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
台湾 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
中華人民共和国 発生 CABI, 2020  

安徽省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
雲南省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
海南省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
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広東省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
貴州省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
江西省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

広西チワン族自治区 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
江蘇省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
湖南省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
湖北省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020;  
四川省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
上海市 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
重慶市 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
浙江省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

チベット自治区 発生 CABI, 2020  
福建省 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
マカオ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

ネパール 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
パキスタン 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
バングラデシュ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
東ティモール 発生 CABI, 2020  
フィリピン 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ブータン 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ブルネイ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ベトナム 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
香港 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
マレーシア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020;  

Peninsular Malaysia 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
Sabah 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

Sarawak 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ミャンマー 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ラオス 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

中東    
オマーン 発生 CABI, 2020; Elwan, 2000; EPPO, 

2021; MAF, 2018; White, 2006 
 

欧州    
アゼルバイジャン 発生 2024年に農林水産省植物防疫所

の輸入検査で発見 
追加 

アフリカ 
  

 
アンゴラ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ウガンダ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
エスワティニ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
エチオピア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
エリトリア 発生 Hussain et al., 2015; CABI, 2020; 

EPPO, 2020 
 

ガーナ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
カーボベルデ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ガボン 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
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カメルーン 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ガンビア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ギニア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ギニアビサウ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ケニア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
コートジボアール 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
コモロ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
コンゴ共和国 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
コンゴ民主共和国 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ザンビア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
シエラレオネ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ジンバブエ 発生 Mafirakurewa et al., 2016; Musasa et 

al 2019; CABI, 2020; EPPO, 2020 
 

スーダン 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
赤道ギニア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
セネガル 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
タンザニア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
チャド 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
中央アフリカ共和国 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
トーゴ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ナイジェリア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ナミビア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ニジェール 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ブルキナファソ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ブルンジ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ベナン 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ボツワナ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
マイヨット島 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
マダガスカル 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
マラウイ 発生 BEBIF, 2016; EPPO, 2021  
マリ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
南アフリカ共和国 発生 EPPO, 2020; NPPO of SA, 2020a; 

NPPO of SA, 2020b 
 

モザンビーク 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
モーリシャス 発生 Sookar et al., 2020; EPPO, 2021   
モーリタニア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
リベリア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
ルワンダ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
レユニオン 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  

中南米 
  

 
ガイアナ 発生 EPPO, 2024; Malavasi et al., 2013 発生ステータ

スを根絶から

発生に変更 
スリナム 発生 Sauers-Muller, 2005; CABI, 2020; 

EPPO, 2020 
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フランス領ギアナ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
大洋州 

  
 

オーストラリア領クリスマ

ス島 
発生 Queensland Government, 2020; 

CABI, 2020; EPPO, 2020 
 

北マリアナ諸島 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020; ミクロネシア 
グアム 未発生（根絶） CABI, 2020  
ナウル 発生 CABI, 2020 ミクロネシア 
パプアニューギニア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
パラオ 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020 ミクロネシア 
ハワイ諸島 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020  
フランス領ポリネシア 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020 ポリネシア 

 
注） 備考欄の「追加」及び「発生ステータスを根絶から発生に変更」は、発生国等として令和７

（2025）年１月21日改訂時に追加した国又は地域。
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別紙２ 
 

Bactrocera dorsalis species complexの寄主植物の根拠 
 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Theobroma cacao アオギリ科 カカオ属 カカオノキ cacao CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Isabirye et 
al., 2016  

 

Pouteria caimito アカテツ科 アカテツ属 
 

abiu Lemos et al., 2014 
 

Pouteria campechiana 
(=Lucuma nervosa, Lucuma 
rivicoa, Richardella 
campechiana) 

アカテツ科 アカテツ属 カニステル canistel CABI, 2020; Allwood et al., 1999; CABI, 
2018b; 内川ら, 2010; White and Elson-
Harris, 1992; Badii et al., 2015; 農林水産省

植物防疫所, 2018b; N'dépo et al., 2010 

 

Pouteria duklitan アカテツ科 アカテツ属 
  

Allwood et al., 1999; White and Elson-Harris, 
1992 

 

Pouteria macrophylla アカテツ科 アカテツ属 
  

Lemos et al., 2014 
 

Pouteria sapota アカテツ科 アカテツ属 ポウテリア・

アポタ 
mammey 
sapote 

CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992 

 

Chrysophyllum albidum アカテツ科 オーガストノ

キ属 
クリソフィル

ム・アルビド

ゥム 

African star 
apple 

CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 
al., 2014 

 

Chrysophyllum cainito アカテツ科 オーガストノ

キ属 
スイショウガ

キ、スターア

ップル 

star apple CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; Sauers-muller, 2005; 
N'dépo et al., 2010; Meyer et al., 2014; 農林

水産省植物防疫所, 2018b 

 

Chrysophyllum 
oliviforme (=Chrysophyllum 
monopyrenum) 

アカテツ科 オーガストノ

キ属 
クリソフィル

ム・オリビフ

ォルメ 

satinleaf White and Elson-Harris, 1992 
 

Manilkara littoralis アカテツ科 サポジラ属 
  

Allwood et al., 1999 
 

Manilkara zapota (=Achra 
sapota, Achras zapota, 

アカテツ科 サポジラ属 サポジラ sapodilla CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 
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Manilkara achras) 2010; White and Elson-Harris, 1992; Sauers-
muller, 2005; 農林水産省植物防疫所, 
2018b; Vargas et al., 2010; Goergen et al., 
2011; Ndiaye et al., 2012; Meyer et al., 2014; 
Lemos et al., 2014; Isabirye et al., 2016; 
N'dépo et al., 2010 

Vitellaria paradoxa 
(=Butyrospermum parkii) 

アカテツ科 シアーバター

ノキ属 
シアーバター

ノキ 
shea tree CABI, 2020; N'dépo et al., 2010; Goergen et 

al., 2011; Meyer et al., 2014; Badii et al. 2015 

 

Palaquium アカテツ科 パラクイウム

属 
パラクイウム

属の一種 

 
CABI, 2020; Allwood et al., 1999 

 

Palaquium maingayi アカテツ科 パラクイウム

属 
パラクイウ

ム・メインガ

イ 

 
CABI, 2020; Allwood et al., 1999 

 

Planchonella アカテツ科 プランチョネ

ラ属 
プランチョネ

ラ属の一種 

 
CABI, 2020; Allwood et al., 1999 

 

Planchonella duclitan アカテツ科 プランチョネ

ラ属 

  
CABI, 2020 

 

Planchonella longipetiolatum アカテツ科 プランチョネ

ラ属 

  
Allwood et al., 1999 

 

Mimusops elengi (=Mimusops 
parvifolia) 

アカテツ科 ミムソプス属 ミムソプス・

エレンギ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992 

 

Ixora javanica アカネ科 イクソラ(サン

タンカ)属 
イクソラ・ジ

ャワニカ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999 

 

Ixora macrothyrsa アカネ科 イクソラ(サン

タンカ)属 
イクソラ・マ

クロティルサ 

 
CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Ochreinauclea maingayi アカネ科 オクレイナウ

クレア属 
オクレイナウ

クレア・メイ

ンゲイイ 

 
CABI, 2020; Allwood et al., 1999 

 

Coffea arabica アカネ科 コーヒーノキ

属 
アラビカコー

ヒーノキ 
arabica coffee CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Okawa, 1991; Harris et 
al., 2003; Meyer et al., 2014; Isabirye et al., 
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2016 

Coffea canephora アカネ科 コーヒーノキ

属 
ロブスタコー

ヒーノキ 
robusta coffee CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Meyer et al., 2014 
 

Coffea liberica アカネ科 コーヒーノキ

属 
リベリカコー

ヒーノキ 

 
White and Elson-Harris, 1992  

Sarcocephalus latifolius 
(=Nauclea esculenta, Nauclea 
latifolia) 

アカネ科 サルコセファ

ルス属 
ネグロモモ 

 
CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 
al., 2014 

 

Nauclea orientalis 
(=Sarcocephalus cordatus) 

アカネ科 ナウクレア属 ナウクレア・

オリエンタリ

ス 

 
CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Breonia chinensis 
(=Cephalanthus chinensis, 
Anthocephalus chinensis)  

アカネ科 ブレオニア属 ブレオニア・

キネンシス 

 
CABI, 2020; Allwood et al., 1999 

 

Morinda citrifolia (=Morinda 
elliptica) 

アカネ科 ヤエヤマアオ

キ属 
ヤエヤマアオ

キ 

 
CABI, 2020; Allwood et al., 1999 

 

Flacourtia indica (=Flacourtia 
ramontchi) 

イイギリ科 フラクールテ

ィア属 
テンジクイヌ

カンコ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Mwatawala et al., 2006; 
Meyer et al., 2014 

 

Flacourtia rukam イイギリ科 フラクールテ

ィア属 
フラクールテ

ィア・ルカム 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Diplocyclos palmatus 
(=Bryonopsis laciniosa) 

ウリ科 オキナワスズ

メウリ属 
オキナワスズ

メウリ 
 内川ら, 2010  

Cucurbita argyrosperma 
(=Cucurbita mixta)  

ウリ科 カボチャ属 ククルビタ・

アルギロスペ

ルマ 

cushaw 
pumpkin 

Vargas et al., 2010  

Cucurbita maxima ウリ科 カボチャ属 セイヨウカボ

チャ 
 CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 

al., 2014 
アフリカに分布して

いるB. dorsalis（B. 
invadens）の寄主植物

であるとの報告があ

るのみ。 
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Cucurbita pepo ウリ科 カボチャ属 ペポカボチャ summer 
squash 

CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 
al., 2014; Liquido et al., 1994 

アフリカに分布して

いるB. dorsalis（B. 
invadens）の寄主植物

であるとの報告があ

るのみ。 
Trichosanthes cucumeroides 
(=Trichosanthes ovigera) 

ウリ科 カラスウリ属 カラスウリ  CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 
2010 

 

Cucumis melo 
(=Bryonia collosa)  

ウリ科 キュウリ属 メロン melon CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Vargas et 
al., 2010; Isabirye et al., 2016 

 

Cucumis sativus (=Cucumis 
sativa) 

ウリ科 キュウリ属 キュウリ cucumber CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 
2010; Mwatawala et al., 2006; Goergen et 
al., 2011; Meyer et al., 2014; Badii et al., 2015 

 

Kedrostis hirtella ウリ科 ケドロステス

属 
ケドロスティ

ス・ヒルテラ 
 Ndiaye et al., 2012 アフリカに分布して

いるB. dorsalis（B. 
invadens）の寄主植物

であるとの報告があ

るのみ。 
Coccinia grandis (=Coccinia 
indica, Cephalandra indica) 

ウリ科 コッキニア属 コッキニア・

グランディス

（ヤサイカラ

スウリ） 

ivy gourd CABI, 2020; Liquido et al., 1994; Allwood et 
al., 1999; White and Elson-Harris, 1992; 
EPPO, 2020 

 

Citrullus colocynthis ウリ科 スイカ属 コロシントウ

リ 
 CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 

al., 2014 
アフリカに分布して

いるB. dorsalis（B. 
invadens）の寄主植物

であるとの報告があ

るのみ。 
Citrullus vulgaris (=Citrullus 
lanatus) 

ウリ科 スイカ属 スイカ watermelon CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 
Mwatawala et al., 2006; Goergen et al., 2011; 
Meyer et al., 2014; Badii et al., 2015 

 

Zehneria liukiuensis ウリ科 スズメウリ属 クロミノオキ

ナワスズメウ

 内川ら, 2010  
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リ 

Momordica balsamina ウリ科 ツルレイシ属 モモルディ

カ・バルサミ

ナ 

balsam apple Vargas et al., 2010; Ndiaye et al., 2012  

Momordica charantia ウリ科 ツルレイシ属 ニガウリ、ツ

ルレイシ 
bitter gourd CABI, 2020; Liquido et al., 1994; Allwood et 

al., 1999; White and Elson-Harris, 1992; 
Goergen et al., 2011; Meyer et al., 2014 

 

Lagenaria siceraria 
(=Lagenaria leucantha) 

ウリ科 ヒョウタン属 ユウガオ bottle gourd CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 
al., 2014; Badii et al., 2015 

アフリカに分布して

いるB. dorsalis（B. 
invadens）の寄主植物

であるとの報告があ

るのみ。 
Luffa acutangula ウリ科 ヘチマ属 トカドヘチマ ridge gourd  Badii et al., 2015 アフリカに分布して

いるB. dorsalis（B. 
invadens）の寄主植物

であるとの報告があ

るのみ。 
Luffa cylindrica (=Luffa 
aegyptiaca) 

ウリ科 ヘチマ属 ヘチマ sponge gourd Badii et al., 2015; EPPO, 2020 アフリカに分布して

いるB. dorsalis（B. 
invadens）の寄主植物

であるとの報告があ

るのみ。 
Alangium chinense ウリノキ科 ウリノキ属 アランギウ

ム・キネンセ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Alangium salviifolium ウリノキ科 ウリノキ属 アランギウ

ム・サルウィ

ーフォリウム 

plu CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Bouea gandaria ウルシ科 アカタネノキ

属 
アカタネノキ  農林水産省植物防疫所, 2018b; Okawa, 

1991 
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Bouea macrophylla (=Bouea 
gandaria) 

ウルシ科 アカタネノキ

属 
  CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Bouea oppositifolia ウルシ科 アカタネノキ

属 
ヒメアカタネ

ノキ 
plum mango CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Anacardium occidentale ウルシ科 カシューナッ

トノキ属 
カシューナッ

ツ 
cashew CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Sauers-muller, 2005; 農
林水産省植物防疫所, 2018b; N'dépo et al., 
2010; Goergen et al., 2011; Ndiaye et al., 
2012; Meyer et al., 2014; Badii et al., 2015; 
Isabirye et al., 2016 

 

Sclerocarya birrea ウルシ科 スクレロカリ

ア属 
スクレロカリ

ア・ビレア 
 Goergen et al., 2011; Rwomushana et al., 

2008; Ndiaye et al., 2012; Meyer et al., 2014; 
Badii et al., 2015; Isabirye et al., 2016; CABI, 
2020 

 

Spondias cytherea ウルシ科 ニンメンシ属 タマゴノキ  Allwood et al., 1999; White and Elson-Harris, 
1992; Sauers-muller, 2005; Mwatawala et al., 
2006; 農林水産省植物防疫所, 2018b; 
Goergen et al., 2011; Meyer et al., 2014 

 

Spondias dulcis (=Spondias 
cytherea) 

ウルシ科 ニンメンシ属 スポンディア

ス・ドゥルキ

ス 

 CABI, 2020  

Spondias mombin (=Spondias 
axillaris, Spondias lutea) 

ウルシ科 ニンメンシ属 イエローモン

ビン 
yellow mombin CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 

Goergen et al., 2011; Okawa, 1991; Sauers-
muller, 2005; Ndiaye et al., 2012; Almeida et 
al., 2016; Meyer et al., 2014 

 

Spondias pinnata ウルシ科 ニンメンシ属 アムラタマゴ

ノキ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 農林水産

省植物防疫所, 2018b 
 

Spondias purpurea ウルシ科 ニンメンシ属 モンビン  CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 
農林水産省植物防疫所, 2018b 

 

Haematostaphis barteri ウルシ科 ハエマトスタ

フィス属 
ハエマトスタ

フィス・バー

テリ 

 Badii et al., 2015  
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Holigarna kurzii ウルシ科 ホリガルナ属 ホリガルナ・

クルツィー 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Mangifera caesia ウルシ科 マンゴウ属 ビンジャイマ

ンゴウ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Mangifera caloneura ウルシ科 マンゴウ属   Allwood et al 1999  

Mangifera foetida ウルシ科 マンゴウ属 ウママンゴウ  CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992 

 

Mangifera griffithii ウルシ科 マンゴウ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Mangifera indica ウルシ科 マンゴウ属 マンゴウ mango CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Sauers-
muller, 2005; 内川ら, 2010; White and 
Elson-Harris, 1992; Mwatawala et al., 2006; 
農林水産省植物防疫所, 2018b; Vargas et 
al., 2010; N'dépo et al., 2010; Goergen et al., 
2011; Rwomushana et al., 2008; Ndiaye et 
al., 2012; Lemos et al., 2014; Meyer et al., 
2014; Badii et al., 2015; Isabirye et al., 2016 

 

Mangifera laurina ウルシ科 マンゴウ属 マンギフェ

ラ・ローリー

ナ 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Mangifera longipetiolata ウルシ科 マンゴウ属   Allwood et al., 1999  

Mangifera odorata ウルシ科 マンゴウ属 ニオイマンゴ

ウ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992 
 

Mangifera pajang ウルシ科 マンゴウ属   Allwood et al., 1999   

Calophyllum inophyllum オトギリソ

ウ科 
テリハボク属 テリハボク Alexandrian 

laurel 
CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 
2010; White and Elson-Harris, 1992 

 

Garcinia atroviridis オトギリソ

ウ科 
フクギ属 グルグル  CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Garcinia cowa オトギリソ フクギ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  
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ウ科 

Garcinia dioica オトギリソ

ウ科 
フクギ属   CABI, 2020  

Garcinia dulcis オトギリソ

ウ科 
フクギ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Sauers-

muller, 2005 
 

Garcinia griffithii オトギリソ

ウ科 
フクギ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Garcinia hombroniana オトギリソ

ウ科 
フクギ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992 
 

Garcinia mangostana オトギリソ

ウ科 
フクギ属 マンゴスチン mangosteen CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 農林水産

省植物防疫所, 2018b 
 

Garcinia mannii オトギリソ

ウ科 
フクギ属 ガルシニア・

マンニイ 
 CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 

al., 2014 
 

Garcinia parvifolia オトギリソ

ウ科 
フクギ属   Allwood et al., 1999  

Garcinia prainiana オトギリソ

ウ科 
フクギ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Garcinia sp. オトギリソ

ウ科 
フクギ属 フクギ属の一

種 
 Allwood et al., 1999  

Garcinia speciosa オトギリソ

ウ科 
フクギ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Garcinia subelliptica オトギリソ

ウ科 
フクギ属 フクギ  内川ら, 2010  

Garcinia xanthochymus オトギリソ

ウ科 
フクギ属 キヤニモモ  CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992 
 

Mammea siamensis オトギリソ

ウ科 
マンメア属 マンメア・シ

アメンシス 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Diospyros areolata カキノキ科 カキ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  
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Diospyros blancoi カキノキ科 カキ属 ディオスピロ

ス・ブランコ

イ 

mabolo CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992 

 

Diospyros castanea カキノキ科 カキ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Diospyros diepenhorstii カキノキ科 カキ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Diospyros egbert-walkeri カキノキ科 カキ属 リュウキュウ

コクタン 
 内川ら, 2010  

Diospyros glandulosa カキノキ科 カキ属   Allwood et al., 1999  

Diospyros japonica カキノキ科 カキ属 リュウキュウ

マメガキ 
 内川ら, 2010  

Diospyros kaki カキノキ科 カキ属 カキ persimmon CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 
2010; Meyer et al., 2014; White and Elson-
Harris, 1992; 農林水産省植物防疫所, 
2018b 

 

Diospyros malabarica カキノキ科 カキ属 インドガキ  CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Diospyros maritima カキノキ科 カキ属 リュウキュウ

ガキ 
 内川ら, 2010  

Diospyros mespiliformis カキノキ科 カキ属   Badii et al., 2015  

Diospyros mollis カキノキ科 カキ属 タイコクタン  CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Diospyros montana カキノキ科 カキ属 ディオスピロ

ス・モンタナ 
 CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 

al., 2014 
 

Diospyros philippensis カキノキ科 カキ属   Allwood et al., 1999  

Diospyros roxburghii カキノキ科 カキ属   CABI, 2020  

Diospyros utilis カキノキ科 カキ属 タイワンコク

タン（ケガ

 農林水産省植物防疫所, 2018b  
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キ） 

Averrhoa bilimbi カタバミ科 ゴレンシ属 ナガバノゴレ

ンシ 
bilimbi CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b 

 

Averrhoa carambola カタバミ科 ゴレンシ属 ゴレンシ carambola CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; Sauers-muller, 2005; 
N'dépo et al., 2010; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Goergen et al., 2011; Meyer et al., 
2014; Lemos et al., 2014 

 

Opilia amentacea カナビキボ

ク科 
オピリア属 オピリア・ア

メンタケア 
 Badii et al., 2015  

Carissa carandas キョウチク

トウ科 
カリッサ属 カリッサ・カ

ランダス 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Carissa macrocarpa キョウチク

トウ科 
カリッサ属  natal plum White and Elson-Harris, 1992  

Carissa spinarum (=Carissa 
cochinchinensis, Carissa 
ovata) 

キョウチク

トウ科 
カリッサ属 カリッサ・ス

ピナルム 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Thevetia peruviana 
(=Cascabela thevetia, Cerbera 
thevetia, Thevetia neriifolia) 

キョウチク

トウ科 
キバナキョウ

チクトウ属 
キバナキョウ

チクトウ 
yellow oleander CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Meyer et 

al., 2014; EPPO, 2020;  
 

Saba comorensis キョウチク

トウ科 
サバ属 サバ・コモレ

ンシス 
 Badii et al., 2015  

Saba senegalensis  キョウチク

トウ科 
サバ属 サバ・セネガ

レンシス 
saba nut Goergen et al., 2011; Ndiaye et al., 2012; 

Meyer et al., 2014; Badii et al., 2015; CABI, 
2020 

 

Malpighia emarginata キントラノ

オ科 
ヒイラギトラ

ノオ属 
 acerola CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Lemos et 

al., 2014 
 

Malpighia glabra (=Malpighia 
punicifolia) 

キントラノ

オ科 
ヒイラギトラ

ノオ属 
アセロラ acerola CABI, 2020; 内川ら, 2010; White and 

Elson-Harris, 1992; Sauers-muller, 2005 
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Malpighia spp. キントラノ

オ科 
ヒイラギトラ

ノオ属 
  農林水産省植物防疫所, 2018b  

Cinnamomum yabunikkei 
(=Cinnamomum japonicum, 
Cinnamomum tenuifolium) 

クスノキ科 クスノキ属 ヤブニッケイ  内川ら, 2010  

Neolitsea sericea クスノキ科 シロダモ属 シロダモ  内川ら, 2010  
Machilus thunbergii クスノキ科 タブノキ属 タブノキ  内川ら, 2010  
Litsea japonica クスノキ科 ハマビワ属 ハマビワ  内川ら, 2010  
Persea americana クスノキ科 ワニナシ属 アボカド avocado CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Mwatawala et al., 2006; 
農林水産省植物防疫所, 2018b; N'dépo et 
al., 2010; Goergen et al., 2011; Ndiaye et al., 
2012; Meyer et al., 2014; Isabirye et al., 2016 

 

Gnetum gnemon グネツム科 グネツム属 グネツム・グ

ネモン 
 Okawa, 1991; Yong et al., 2014  

Gmelina elliptica クマツヅラ

科 
グメリナ属 グメリナ・エ

リプティカ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Gmelina philippensis クマツヅラ

科 
グメリナ属 グメリナ・フ

ィリッペンシ

ス 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Elaeagnus グミ科 グミ属   農林水産省植物防疫所, 2018b  

Licania sp. クリソバラ

ヌス科 
リカニア属   Almeida et al., 2016  

Ziziphus jujuba (=Ziziphus 
vulgaris, Ziziphus sativa) 

クロウメモ

ドキ科 
ナツメ属 サネブトナツ

メ 
jujube CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Sauers-muller, 2005 

 

Ziziphus mauritiana クロウメモ

ドキ科 
ナツメ属 インドナツメ Indian jujube CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Goergen et al., 2011; Ndiaye et 
al., 2012; Meyer et al., 2014 

 

Ziziphus mucronata クロウメモ ナツメ属   Badii et al., 2015  
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ドキ科 
Ziziphus nummularia 
(=Ziziphus rotundifolia) 

クロウメモ

ドキ科 
ナツメ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Ziziphus oenoplia クロウメモ

ドキ科 
ナツメ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Icacina senegalensis クロタキカ

ズラ科 
イカキナ属 イカキナ・セ

ネガレンシス 
 Badii et al., 2015  

Ficus benjamina クワ科 イチジク属 フィクス・ベ

ンジャミナ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Ficus carica クワ科 イチジク属 イチジク common fig White and Elson-Harris, 1992; Vargas et al., 
2010 

 

Ficus concatian クワ科 イチジク属 フィクス・コ

ンカティアン 
 Allwood et al., 1999  

Ficus eligodon クワ科 イチジク属 フィクス・エ

リゴドン 
 Allwood et al., 1999  

Ficus erecta クワ科 イチジク属 イヌビワ  内川ら, 2010  
Ficus grossularioides クワ科 イチジク属 フィクス・グ

ロッスラリオ

イデス 

 Allwood et al., 1999  

Ficus hispida クワ科 イチジク属 フィクス・ヒ

スピダ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Ficus microcarpa クワ科 イチジク属 ガジュマル Indian laurel CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 
2010; White and Elson-Harris, 1992 

 

Ficus ottoniifolia クワ科 イチジク属 フィクス・オ

ットニーフォ

リア 

 CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 
al., 2014 

 

Ficus pumila クワ科 イチジク属 オオイタビ  内川ら, 2010  
Ficus racemosa (=Ficus 
glomerata) 

クワ科 イチジク属 
ウドンゲノキ  CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Ficus septica クワ科 イチジク属 オオバイヌビ

ワ 
 内川ら, 2010  
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Ficus sycomorus クワ科 イチジク属 イチジクグワ  Badii et al., 2015; CABI, 2020  

Ficus virgate クワ科 イチジク属 ハマイヌビワ  内川ら, 2010  

Morus alba クワ科 クワ属 トウグワ white mulberry CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992 

 

Artocarpus altilis (=Artocarpus 
incisus, Artocarpus communis) 

クワ科 パンノキ属 パンノキ breadfruit CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; Badii et al., 2015; 農林水

産省植物防疫所, 2018b 

 

Artocarpus elasticus クワ科 パンノキ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992 

 

Artocarpus heterophyllus 
(=Artocarpus integrifolia) 

クワ科 パンノキ属 パラミツ（ジ

ャックフルー

ツ） 

jack fruit CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b 

 

Artocarpus integer クワ科 パンノキ属 コパラミツ Chempedak CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Artocarpus lacucha 
(=Artocarpus lakoocha) 

クワ科 パンノキ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Artocarpus lanceifolius クワ科 パンノキ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Artocarpus nitidus (=Artocarpus 
lanceolatus) 

クワ科 パンノキ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Artocarpus odoratissimus クワ科 パンノキ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Artocarpus rigidus クワ科 パンノキ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992 

 

Artocarpus sericicarpus クワ科 パンノキ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Punica granatum ザクロ科 ザクロ属 ザクロ pomegranate CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Meyer et al., 2014 

 

Hylocereus undatus (=Cereus 
undatus) 

サボテン科 ヒロセレウス

属 
ヒロセレウ

ス・ウンダー

dragon fruit, red 
pitaya 

CABI, 2020; 農林水産省植物防疫所, 
2018b; 岩泉ら, 1995 
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ツス 

Terminalia catappa シクンシ科 モモタマナ属 モモタマナ singapore 
almond 

CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; Harris et al., 2003; 
Sauers-muller, 2005; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Goergen et al., 2011; 
Rwomushana et al., 2008; Okawa, 1991; 
Ndiaye et al., 2012; Meyer et al., 2014; Badii 
et al., 2015; Isabirye et al., 2016 

 

Microcos tomentosa (=Grewia 
paniculata) 

シナノキ科 ミクロコス属 ミクロコス・

トメントサ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Alpinia mutica ショウガ科 ハナミョウガ

属 
アルピニア・

ムティカ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Viburnum japonicum スイカズラ

科 
ガマズミ属 ハクサンボク  内川ら, 2010  

Azadirachta excelsa センダン科 アザディラク

タ属 
アザディラク

タ・エクセル

サ 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Sandoricum indicum 
(=Sandoricum koetjape, 
(=Sandoricum nervosum) 

センダン科 サンドリカム

属 
サントール santol CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 農林水産

省植物防疫所, 2018b 
 

Heynea trijuga (=Walsura 
intermedia) 

センダン科 ヘイネア属 ヘイネア・ト

リジュガ 
tagat tagyi CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Lansium parasiticum 
(=Lansium domesticum, Aglaia 
domestica, Aglaia dookoo) 

センダン科 ランサ属 ランサット langsat CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Okawa, 1991 

 

Excoecaria agallochaf トウダイグ

サ科 
エクスコエカ

リア属 
エクスコエカ

リア・アガロ

カ 

tayaw CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Sauropus androgynus トウダイグ

サ科 
サウロプス属 アマメシバ  CABI, 2020; Allwood et al., 1999  
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Breynia racemosa (=Breynia 
reclinata) 

トウダイグ

サ科 
タカサゴコバ

ンノキ属 
ブレイニア・

ラケモサ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Bischofia javanica トウダイグ

サ科 
ビィスチョフ

ィア属 
アカギ  内川ら, 2010  

Baccaurea motleyana トウダイグ

サ科 
ランバイ属 ランバイ rambai CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992 
 

Baccaurea racemosa トウダイグ

サ科 
ランバイ属 バッカウレ

ア・ラケモサ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Baccaurea ramiflora トウダイグ

サ科 
ランバイ属 バッカウレ

ア・ラミフロ

ラ 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Baccaurea sapida トウダイグ

サ科 
ランバイ属 インドメテン

グ 
Burmese grape 農林水産省植物防疫所, 2018b; Okawa, 

1991 
 

Passiflora edulis トケイソウ

科 
トケイソウ属 クダモノトケ

イ 
passion fruit CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 

2010; White and Elson-Harris, 1992; Ndiaye 
et al., 2012; 農林水産省植物防疫所, 
2018b 

 

Passiflora foetida トケイソウ

科 
トケイソウ属 パッシフロ

ラ･フェティ

ーダ 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Passiflora laurifolia トケイソウ

科 
トケイソウ属 ミズレモン  CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992  

Passiflora mollissima トケイソウ

科 
トケイソウ属   White and Elson-Harris, 1992  

Passiflora quadrangularis 
(=Passiflora macrocarpa) 

トケイソウ

科 
トケイソウ属 オオナガミク

ダモノトケイ 
granadilla CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Passiflora suberosa トケイソウ

科 
トケイソウ属 パッシフロ

ラ･スベロサ 
 CABI, 2020  

Capsicum annuum ナス科 トウガラシ属 トウガラシ chili pepper, 
sweet pepper 

CABI, 2020; Liquido et al., 1994; Allwood et 
al., 1999; 内川ら, 2010; White and Elson-
Harris, 1992; Ndiaye et al., 2012; Meyer et al., 
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2014; Badii et al., 2015; Isabirye et al., 2016; 
農林水産省植物防疫所, 2018b 

Capsicum chinense ナス科 トウガラシ属   Lemos et al., 2014; CABI, 2020  
Capsicum frutescens ナス科 トウガラシ属 キダチトウガ

ラシ 
 CABI, 2020; 内川ら, 2010; White and 

Elson-Harris, 1992; Goergen et al., 2011; 
Meyer et al., 2014 

 

Lycopersicon esculentum 
(=Solanum lycopersicum) 

ナス科 トマト属 トマト tomato CABI, 2020; Liquido et al., 1994; Allwood et 
al., 1999; 内川ら, 2010; White and Elson-
Harris, 1992; Harris et al., 2003; Vargas et al., 
2010; Goergen et al., 2011; Rwomushana et 
al., 2008; Meyer et al., 2014; Badii et al., 
2015; Isabirye et al., 2016 

 

Solanum aculeatissimum ナス科 ナス属   Liquido et al., 1994; Allwood et al., 1999  

Solanum aethiopicum ナス科 ナス属  scarlet eggplant Meyer et al., 2014; Badii et al., 2015; CABI, 
2020 

 

Solanum americanum ナス科 ナス属 テリミノイヌ

ホオズキ 
glossy 
nightshade 

CABI, 2020; Vargas et al., 2010  

Solanum anguivi ナス科 ナス属   Meyer et al., 2014; CABI, 2020  
Solanum auriculatum ナス科 ナス属   White and Elson-Harris, 1992  
Solanum capsicoides ナス科 ナス属 キンギンナス

ビ 
 CABI, 2020; 内川ら, 2010  

Solanum erianthum 
(=Solanum verbascifolium) 

ナス科 ナス属 ヤンバルナス

ビ 
 内川ら, 2010; White and Elson-Harris, 1992  

Solanum ferox (=Solanum 
lasiocarpum) 

ナス科 ナス属   Allwood et al., 1999; White and Elson-Harris, 
1992 

 

Solanum granuloso-leprosum ナス科 ナス属   Allwood et al., 1999  

Solanum hazenii ナス科 ナス属   CABI, 2020  
Solanum incanum (=Solanum 
coagulans) 

ナス科 ナス属   Allwood et al., 1999; Meyer et al., 2014; 
CABI, 2020 

 

Solanum melongena ナス科 ナス属 ナス eggplant CABI, 2020; Liquido et al., 1994; Allwood et  
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al., 1999; White and Elson-Harris, 1992; Badii 
et al., 2015 

Solanum muricatum ナス科 ナス属 ペピーノ pepino White and Elson-Harris, 1992  
Solanum nigrum ナス科 ナス属 イヌホオズキ black 

nightshade 
内川ら, 2010; Meyer et al., 2014  

Solanum rudepannum ナス科 ナス属   CABI, 2020  
Solanum seaforthianum ナス科 ナス属 フサナリツル

ナス 
 内川ら, 2010; White and Elson-Harris, 1992  

Solanum sodomeum ナス科 ナス属   Meyer et al., 2014; CABI, 2020  
Solanum stramoniifolium ナス科 ナス属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  
Solanum torvum ナス科 ナス属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992 
 

Solanum trilobatum ナス科 ナス属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  
Physalis minima ナス科 ホオズキ属 フィサリス・

ミニマ 
 Allwood et al., 1999  

Lycianthes biflora ナス科 リシアンセス

属 
メジロホオズ

キ 
 内川ら, 2010  

Irvingia malayana ニガキ科 イルビキア属 イルビンギ

ア・マラヤナ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Irvingia gabonensis ニガキ科 イルビキア属 イルビンギ

ア・ガボネン

シス 

 CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 
al., 2014; Badii et al., 2015; N'dépo et al., 
2010 

 

Celtis tetrandra ニレ科 エノキ属 セルティス・

テトランドラ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Crescentia cujete ノウゼンカ

ズラ科 
クレスケンテ

ィア属 
ヒョウタンノ

キ 
calabash tree Badii et al., 2015  

Musa acuminata (=Musa 
nana) 

バショウ科 バショウ属 ミバショウ

（アクミナー

タ） 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Goergen et 
al., 2011; Meyer et al., 2014 

成熟していないバナ

ナの生果実を除く 

Musa balbisiana バショウ科 バショウ属 リュウキュウ

イトバショウ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999 成熟していないバナ

ナの生果実を除く 
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Musa sapientum バショウ科 バショウ属   内川ら, 2010 成熟していないバナ

ナの生果実を除く 
Musa troglodytarum バショウ科 バショウ属   CABI, 2020 成熟していないバナ

ナの生果実を除く 
Musa x paradisiaca (=Musa 
paradisiaca) 

バショウ科 バショウ属  plantain CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Goergen et al., 2011; Meyer et al., 
2014 

成熟していないバナ

ナの生果実を除く 

Musa バショウ科 バショウ属 バショウ属 banana CABI, 2020; Meyer et al., 2014; Isabirye et al., 
2016 

成熟していないバナ

ナの生果実を除く 
Carica papaya パパイア科 パパイヤ属 パパイヤ papaya CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 

2010; White and Elson-Harris, 1992; 農林水

産省植物防疫所, 2018b; Vargas et al., 
2010; N'dépo et al., 2010; Goergen et al., 
2011; Ndiaye et al., 2012; Meyer et al., 2014; 
Badii et al., 2015; Isabirye et al., 2016 

 

Fragaria X ananassa バラ科 オランダイチ

ゴ属 
オランダイチ

ゴ 
strawberry Iwaizumi et al., 1994; 朱・陳, 1985  

Rubus croceacanthus バラ科 キイチゴ属 オオバライチ

ゴ 
 内川ら, 2010  

Chrysobalanus icaco バラ科 クリソバラヌ

ス属 
クリソバラヌ

ス・イカコ 
cocoplum  White and Elson-Harris, 1992; Lemos et al., 

2014 
 

Prunus americana バラ科 サクラ属 アメリカスモ

モ 
American plum 農林水産省植物防疫所, 2018b  

Prunus armeniaca バラ科 サクラ属 アンズ apricot CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 
農林水産省植物防疫所, 2018b 

 

Prunus avium バラ科 サクラ属 サクランボ

（カンカオウ

トウ） 

sweet cherry CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Prunus campanulata 
(=Cerasus campanulata) 

バラ科 サクラ属 カンヒザクラ  内川ら, 2010  
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Prunus cerasifera バラ科 サクラ属 ミロバランス

モモ 
 White and Elson-Harris, 1992  

Prunus cerasoides バラ科 サクラ属 ヒマラヤザク

ラ 
 Allwood et al., 1999  

Prunus cerasus バラ科 サクラ属 スミノセイヨ

ウミザクラ 
sour cherry CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Prunus domestica バラ科 サクラ属 セイヨウスモ

モ 
common plum CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Vargas et al., 2010 

 

Prunus mume バラ科 サクラ属 ウメ Japanese 
apricot 

CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Prunus persica バラ科 サクラ属 モモ peach CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Mwatawala 
et al., 2006; 内川ら, 2010; White and Elson-
Harris, 1992; Vargas et al., 2010; Meyer et al., 
2014; 農林水産省植物防疫所, 2018b 

 

Prunus salicina バラ科 サクラ属 ニホンスモモ Japanese plum CABI, 2020; 内川ら, 2010; White and 
Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b 

 

Pyrus communis バラ科 ナシ属 セイヨウナシ European pear CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 
農林水産省植物防疫所, 2018b 

 

Pyrus pyrifolia (=Pyrus serotina) バラ科 ナシ属 ニホンナシ Japanese pear CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Okawa, 
1991 

 

Parinari anamensis バラ科 パリナリ属 パリナリ・ア

ナメンシス 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Eriobotrya japonica (=Photinia 
japonica) 

バラ科 ビワ属 ビワ loquat CABI, 2020; 内川ら, 2010; White and 
Elson-Harris, 1992; Allwood et al., 1999; 
Mwatawala et al., 2006; Goergen et al., 2011; 
Meyer et al., 2014; 農林水産省植物防疫

所, 2018b 

 

Cydonia oblonga バラ科 マルメロ属 マルメロ quince Isabirye et al., 2016; Akbar, 2019  
Malus domestica (=Pyrus バラ科 リンゴ属 リンゴ apple CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and  
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malus, Malus pumila) Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Meyer et al., 2014 
Artabotrys monteiroae バンレイシ

科 
アルタボトリ

ス属 
アルタボトリ

ス・モンテイ

ロアエ 

 Badii et al., 2015  

Artabotrys siamensis バンレイシ

科 
アルタボトリ

ス属 
アルタボトリ

ス・シアメン

シス 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Uvaria chamae バンレイシ

科 
ウバリア属 ウバリア・カ

マエ 
 Ndiaye et al., 2015  

Uvaria grandiflora バンレイシ

科 
ウバリア属 ウバリア・グ

ランディフロ

ラ 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Desmos chinensis バンレイシ

科 
デスモス属 デスモス・キ

ネンシス 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Annona cherimola バンレイシ

科 
バンレイシ属 チェリモヤ cherimoya CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 

農林水産省植物防疫所, 2018b; 
Rwomushana et al., 2008; Vargas et al., 
2010 

 

Annona glabra バンレイシ

科 
バンレイシ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Meyer et al., 2014 
 

Annona macroprophyllata 
(=Annona diversifolia) 

バンレイシ

科 
バンレイシ属   Meyer et al., 2014; CABI, 2020; N'dépo et al., 

2010;  
シノニム: EPPO, 2020 

 

Annona montana バンレイシ

科 
バンレイシ属 マウンティン

サワーソップ 
mountain 
soursop 

CABI, 2020; Allwood et al., 1999; N'dépo et 
al., 2010; Meyer et al., 2014 

 

Annona muricata バンレイシ

科 
バンレイシ属 トゲバンレイ

シ 
soursop CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Mwatawala et al., 2006; 
農林水産省植物防疫所, 2018b; Goergen 
et al., 2011; Rwomushana et al., 2008; 
Ndiaye et al., 2012; Meyer et al., 2014; Badii 
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et al., 2015 

Annona reticulata バンレイシ

科 
バンレイシ属 ギュウシンリ  CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 

2010; N'dépo et al., 2010 
 

Annona senegalensis バンレイシ

科 
バンレイシ属 アンノナ・セ

ネガレンシス 
African custard 
apple 

CABI, 2020; Goergen et al., 2011; Meyer et 
al., 2014; Badii et al., 2015; Isabirye et al., 
2016 

 

Annona squamosa バンレイシ

科 
バンレイシ属 バンレイシ sugar apple CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Rwomushana et al., 2008; Meyer 
et al., 2014; Badii et al., 2015; Isabirye et al., 
2016 

 

Polyalthia longifolia バンレイシ

科 
ポリアルティ

ア属 
ポリアルティ

ア・ロンギフ

ォリア 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Ranganath 
et al., 1999 

 

Rollinia mucosa (=Rollinia 
pulchrinervia) 

バンレイシ

科 
ロリニア属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Lemos et al., 2014; 
EPPO, 2020 

 

Xanthophyllum amoenum ヒメハギ科 キサントフィ

ルム属 
キサントフィ

ルム・アモエ

ヌム 

 Allwood et al., 1999  

Xanthophyllum flavescens ヒメハギ科 キサントフィ

ルム属 
キサントフィ

ルム・フラウ

ェスケンス 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Dillenia obovata ビワモドキ

科 
ディレニア

（ビワモド

キ）属 

ディレニア・

オボバタ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Capparis sepiaria フウチョウ

ソウ科 
カッパリス属 カッパリス・

セピアリア 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Capparis tomentosa フウチョウ

ソウ科 
カッパリス属 カッパリス・

トメントサ 
 Ndiaye et al., 2012  
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Fagraea ceilanica マチン科 ファグラエア

属 
ファグラエ

ア・ケイラニ

カ 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Fagraea racemosa マチン科 ファグラエア

属 
ファグラエ

ア・ラケモサ 
 Ranganath et al., 1999;  

Vitis ブドウ科 ブドウ属   Okawa, 1991  

Vitis vinifera ブドウ科 ブドウ属 ヨーロッパブ

ドウ 
European 
grape 

White and Elson-Harris, 1992  

Rhodomyrtus tomentosa フトモモ科 テンニンカ属 テンニンカ  CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Psidium cattleianum (=Psidium 
littorale) 

フトモモ科 バンジロウ属 テリハバンジ

ロウ（キバン

ジロウ） 

strawberry 
guava 

CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 農林水産

省植物防疫所, 2018b; Okawa, 1991; 
Vargas et al., 2010; Meyer et al., 2014 

 

Psidium guajava フトモモ科 バンジロウ属 バンジロウ

（グアバ） 
guava CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 

2010; White and Elson-Harris, 1992; Sauers-
muller, 2005; Mwatawala et al., 2006; 農林

水産省植物防疫所, 2018b; Goergen et al., 
2011; Rwomushana et al., 2008; Vargas et 
al., 2010; Ndiaye et al., 2012; Lemos et al., 
2014; Meyer et al., 2014; Badii et al., 2015; 
Isabirye et al., 2016 

 

Psidium guineense フトモモ科 バンジロウ属  Guinea guava Almeida et al., 2016  

Feijoa sellowiana (=Acca 
sellowiana) 

フトモモ科 フェイジョア

属 
フェイジョア feijoa Vargas et al., 2010; Badii et al., 2015; Isabirye 

et al., 2016 
 

Syzygium borneense 
(=Eugenia pseudosubtilis) 

フトモモ科 フトモモ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Syzygium cumini (=Eugenia 
cumin, E jambolana) 

フトモモ科 フトモモ属 ムラサキフト

モモ（ジャン

ボラン） 

jambolan CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 農林水産

省植物防疫所, 2018b; Okawa, 1991; 
Meyer et al., 2014; Almeida et al., 2016 
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Syzygium formosanum フトモモ科 フトモモ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Syzygium jambos (=Eugenia 
jambos, Caryophyllus jambos) 

フトモモ科 フトモモ属 フトモモ rose apple CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 
2010; White and Elson-Harris, 1992; Sauers-
muller, 2005; 農林水産省植物防疫所, 
2018b; Vargas et al., 2010; Goergen et al., 
2011; Meyer et al., 2014 

 

Syzygium malaccense 
(=Eugenia malaccense) 

フトモモ科 フトモモ属 マレイフトモ

モ 
Malay apple CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Sauers-muller, 2005; 農
林水産省植物防疫所, 2018b; Goergen et 
al., 2011; Meyer et al., 2014; Lemos et al., 
2014; N'dépo et al., 2010 

 

Syzygium megacarpum 
(=Eugenia macrocarpa, 
Eugenia megacarpa) 

フトモモ科 フトモモ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Syzygium nervosum 
(=Eugenia paniala) 

フトモモ科 フトモモ属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Eugenia aquea (=Syzygium 
aqueum) 

フトモモ科 ユーゲニア属 ミズレンブ water rose 
apple 

CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b 

 

Eugenia caryophyllata 
(=Syzygium aromaticum) 

フトモモ科 ユーゲニア属 チョウジノキ clove tree CABI, 2020; CABI, 2018b  

Eugenia grandis (= Syzygium 
grande) 

フトモモ科 ユーゲニア属   CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Eugenia javanica (=Syzygium 
samarangense) 

フトモモ科 ユーゲニア属 レンブ wax apple CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b; Sauers-muller, 2005; Meyer et al., 
2014 

 

Eugenia longiflora (=Syzygium 
lineatum) 

フトモモ科 ユーゲニア属 ユーゲニア・

ロンギフロー

ラ 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Eugenia patrisii (=Myrtus 
patrisii) 

フトモモ科 ユーゲニア属   Sauers-muller, 2005  
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Eugenia reinwardtiana フトモモ科 ユーゲニア属   CABI, 2020  
Eugenia stipitata フトモモ科 ユーゲニア属   Lemos et al., 2014; CABI, 2020  
Eugenia uniflora (=Syzygium 
michelii) 

フトモモ科 ユーゲニア属 ユーゲニア・

ユニフロー

ラ、タチバナ

アデク 

Surinam cherry CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; Sauers-muller, 2005; 
Vargas et al., 2010; Goergen et al., 2011; 
Ndiaye et al., 2012; Meyer et al., 2014; 
Almeida et al., 2016; Isabirye et al., 2016 

 

Muntingia calabura ホルトノキ

科 
ナンヨウザク

ラ属 
ナンヨウザク

ラ 
Jamaica cherry CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992 
 

Elaeocarpus hygrophilus 
(=Elaeocarpus madopetalus) 

ホルトノキ

科 
ホルトノキ属 エラエオカル

プス・ハイグ

ロフィルス 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Ximenia americana ボロボロノ

キ科 
キシメニア属 キシメニア・

アメリカナ 
hog plum CABI, 2020; Ndiaye et al., 2015; Badii et al., 

2015 
 

Schoepfia fragrans ボロボロノ

キ科 
ボロボロノキ

属 
スコエフィ

ア・フラグラ

ンス 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Afzelia xylocarpa マメ科 アフゼリア属 アフゼリア・

クシロカルパ 
 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Pithecellobium dulce マメ科 キンキュジュ

属 
キンキジュ Manila tamarind White and Elson-Harris, 1992; 農林水産省

植物防疫所, 2018b 
 

Cordyla pinnata マメ科 コルディラ属 コルディラ・

ピンナータ 
 Goergen et al., 2011; Ndiaye et al., 2012; 

Meyer et al., 2014 
 

Inocarpus fagifer (=Inocarpus 
edulis) 

マメ科 タイヘイヨウ

クルミ属 
タイヘイヨウ

グルミ 
Tahitian 
chestnut 

CABI, 2020  

Parkia biglobosa マメ科 パルキア属 ヒロハフサマ

メノキ 
Néré Badii et al., 2015  

Parkia speciosa マメ科 パルキア属 ネジレフサマ

メノキ 
bitter bean CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 農林水産

省植物防疫所, 2018b 
 

Aegle marmelos ミカン科 アエグレ属 ベルノキ bael fruit CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992 
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Poncirus trifoliata ミカン科 カラタチ属 カラタチ trifoliate orange CABI, 2020  

Fortunella japonica ミカン科 キンカン属 マルキンカン round kumquat CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 
Mwatawala et al., 2006; Ndiaye et al., 2012 

 

Fortunella margarita ミカン科 キンカン属 ナガミキンカ

ン 
limequat CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Ndiaye et 

al., 2012; Meyer et al., 2014 
 

Fortunella polyandra ミカン科 キンカン属 ナガハキンカ

ン 
 Allwood et al., 1999  

Fortunella japonica × Citrus 
aurantifolia 

ミカン科 キンカン属X
ミカン属 

  Ndiaye et al., 2012  

Murraya paniculata (=Murraya 
exotica) 

ミカン科 ゲッキツ属 ゲッキツ  CABI, 2020; 内川ら, 2010; White and 
Elson-Harris, 1992; Allwood et al., 1999; 農林

水産省植物防疫所, 2018b 

 

Toddalia asiatica ミカン科 サルカケミカ

ン属 
サルカケミカ

ン 
 内川ら, 2010  

Citrofortunella microcarpa 
(=Citrofortunella mitis, Citrus x 
microcarpa, Citrus mitis) 

ミカン科 シトロフォー

チュネラ属 
シトロフォー

チュネラ・ミ

クロカルパ 

calamondin 
orange 

CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Tetractomia majus ミカン科 テトラクトミ

ア属 
テトラクトミ

ア･マジュス 
 Allwood et al., 1999  

Triphasia trifolia ミカン科 トリファシア

属 
トリファシ

ア･トリフォ

リア（グミミ

カン） 

limeberry CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 
Allwood et al., 1999 

 

Glycosmis pentaphylla ミカン科 ハナシンボウ

ギ属 
グリコスミ

ス・ペンタフ

ィラ 

orangeberry CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Paramignya andamanica ミカン科 パラミグニア

属 
パラミグニ

ア・アンダマ

ニカ 

 Allwood et al., 1999  
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Citrus × aurantium (=Citrus 
aurantium, Citrus × tangelo) 

ミカン科 ミカン属 ダイダイ、ク

ネンボ 
sour orange CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 

Meyer et al., 2014; Ndiaye et al., 2012; 
Almeida et al., 2016; N'dépo et al., 2010 

 

Citrus × clementina ミカン科 ミカン属 クレメンティ

ン 
clementine Ndiaye et al., 2012  

Citrus aurantifolia ミカン科 ミカン属 メキシカンラ

イム 
 
Key lime 

CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Ndiaye et 
al., 2012; 農林水産省植物防疫所, 2018b 

 

Citrus depressa ミカン科 ミカン属 ヒラミレモン

（シィクワシ

ャー） 

 内川ら, 2010  

Citrus grandis × Citrus 
tangerine 

ミカン科 ミカン属 セミノール  内川ら, 2010  

Citrus hystrix ミカン科 ミカン属 コブミカン

（スワンギ） 
kaffir lime CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 農林水産

省植物防疫所, 2018b 
 

Citrus jambhiri ミカン科 ミカン属  rough lemon CABI, 2020  
Citrus keraji var. kabuchii ミカン科 ミカン属   内川ら, 2010  

Citrus latifolia ミカン科 ミカン属 タヒチライム Persian lime CABI, 2020  

Citrus limetta ミカン科 ミカン属  sweet lime White and Elson-Harris, 1992  
Citrus limon ミカン科 ミカン属 レモン lemon CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 

2010; Rwomushana et al., 2008; White and 
Elson-Harris, 1992; Vargas et al., 2010; 
Goergen et al., 2011; Ndiaye et al., 2012; 
Meyer et al., 2014; Isabirye et al., 2016 

 

Citrus limonia ミカン科 ミカン属 カントンレモ

ン 
 CABI, 2018a  

Citrus madurensis ミカン科 ミカン属 シキキツ（ト

ウキンカン） 
 Allwood et al., 1999; 内川ら, 2010; 農林水

産省植物防疫所, 2018b 
 

Citrus margarita ミカン科 ミカン属 ナガミキンカ

ン 
 内川ら, 2010  
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Citrus maxima (=Citrus 
grandis) 

ミカン科 ミカン属 ポメロ、ブン

タン 
pummelo , 
pomelo 

CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 
2010; White and Elson-Harris, 1992; Ndiaye 
et al., 2012; Meyer et al., 2014; 農林水産省

植物防疫所, 2018b; N'dépo et al., 2010 

 

Citrus medica ミカン科 ミカン属 シトロン citron White and Elson-Harris, 1992  

Citrus microcarpa ミカン科 ミカン属   Allwood et al., 1999  
Citrus nobilis ミカン科 ミカン属   内川ら, 2010; White and Elson-Harris, 1992; 

農林水産省植物防疫所, 2018b 
 

Citrus oto ミカン科 ミカン属 オートー  内川ら, 2010  
Citrus paradisi ミカン科 ミカン属 グレープフル

ーツ 
grapefruit CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Mwatawala et al., 2006; 
農林水産省植物防疫所, 2018b; Sauers-
muller, 2005; Vargas et al., 2010; N'dépo et 
al., 2010; Ndiaye et al., 2012; Meyer et al., 
2014 

 

Citrus reticulata (=Citrus 
deliciosa) 

ミカン科 ミカン属 マンダリンオ

レンジ 
mandarin 
orange 

CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; Sauers-muller, 2005; 
Mwatawala et al., 2006; 農林水産省植物防

疫所, 2018b; Goergen et al., 2011; 
Rwomushana et al., 2008; Vargas et al., 
2010; Ndiaye et al., 2012; Meyer et al., 2014; 
Almeida et al., 2016; Isabirye et al., 2016 

 

Citrus reticulata × Citrus 
paradisi 

ミカン科 ミカン属  tangélo Goergen et al., 2011; Ndiaye et al., 2012  

Citrus reticulata × Citrus 
sinensis 

ミカン科 ミカン属  tangor Ndiaye et al., 2012  

Citrus sinensis ミカン科 ミカン属 スウィートオ

レンジ 
sweet orange CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Mwatawala et al., 2006; 
Goergen et al., 2011; Rwomushana et al., 
2008; N'dépo et al., 2010; Ndiaye et al., 2012; 
Meyer et al., 2014; Isabirye et al., 2016 
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Citrus sinensis × Citrus 
reticulate 

ミカン科 ミカン属   Goergen et al., 2011  

Citrus swinglei ミカン科 ミカン属   CABI, 2020  
Citrus tamurana ミカン科 ミカン属 ヒュウガナツ

ミカン 
 内川ら, 2010  

Citrus tangerina ミカン科 ミカン属   Allwood et al., 1999; White and Elson-Harris, 
1992 

 

Citrus tankan ミカン科 ミカン属 タンカン  内川ら, 2010  
Citrus unshiu ミカン科 ミカン属 ウンシュウミ

カン 
Satsuma 
mandarin 

内川ら, 2010  

Clausena lansium (=Clausena 
wampi) 

ミカン科 ワンピ属 ワンピ wampee CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 
Allwood et al., 1999; 農林水産省植物防疫

所, 2018b 

 

Turpinia ternata ミツバウツ

ギ科 
ショウベンノ

キ属 
ショウベンノ

キ 
 内川ら, 2010  

Nephelium lappaceum ムクロジ科 ネフェリュー

ム属 
ランブータン rambutan CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b 

 

Blighia sapida (=Cupania 
sapida) 

ムクロジ科 ブリギア属 アキー akee CABI, 2020; White and Elson-Harris, 1992; 
Goergen et al., 2011; Meyer et al., 2014 

 

Dimocarpus longan 
(=Euphoria longan) 

ムクロジ科 リュウガン属 リュウガン longan CABI, 2020; Allwood et al., 1999; 内川ら, 
2010; 農林水産省植物防疫所, 2018b 

 

Litchi chinensis (=Nephelium 
litchi) 

ムクロジ科 レイシ属 レイシ lichi CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 
Elson-Harris, 1992; 農林水産省植物防疫

所, 2018b 

 

Lepisanthes rubiginosa ムクロジ科 レピサンセス

属 
レピサンテ

ス・ルビギノ

サ 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Lepisanthes tetraphylla ムクロジ科 レピサンセス

属 
レピサンテ

ス・テトラフ

ィラ 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  



 

49 

Cordia myxa ムラサキ科 コルディア

（カキバチシ

ャノキ）属 

コルディア・

ミクサ 
 CABI, 2020; Rwomushana et al., 2008; 

Meyer et al., 2014 
 

Ehretia dicksonii (=Ehretia 
dicksonii var. japonica) 

ムラサキ科 チシャノキ属 マルバチシャ

ノキ 
 内川ら, 2010  

Olea europaea モクセイ科 オリーブ属 オリーブ olive White and Elson-Harris, 1992; Okawa, 1991  

Chionanthus parkinsonii 
(=Linociera parkinsoni) 

モクセイ科 ヒトツバタゴ

属 
キオナンツ

ス・パーキン

ソニー 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999 
シノニム: WCSP 

 

Myxopyrum smilacifolium モクセイ科 ミクソピルム

属 
ミクソピル

ム・スミラキ

フォリウム 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Areca catechu ヤシ科 アレカ属 ビンロウジュ betel palm CABI, 2020; Allwood et al., 1999; Allwood et 
al., 1999; 農林水産省植物防疫所, 2018b 

 

Borassus flabellifer ヤシ科 オウギヤシ属 オウギヤシ palmyra palm CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Arenga pinnata (=Arenga 
saccharifera) 

ヤシ科 クロツグ（ア

レンガ）属 
サトウヤシ suger palm CABI, 2020; Allwood et al., 1999; White and 

Elson-Harris, 1992; Drew and Hancock, 
1994;  
シノニム: EPPO, 2020; WCSP 

 

Arenga tremula ヤシ科 クロツグ（ア

レンガ）属 
コミノクロツ

グ 
 内川ら, 2010  

Arenga tremula var. engleri 
(=Arenga engleri) 

ヤシ科 クロツグ（ア

レンガ）属 
クロツグ formosa palm 内川ら, 2010  

Arenga westerhoutii ヤシ科 クロツグ（ア

レンガ）属 
アレンガ・ウ

ェスターハウ

ティー 

 CABI, 2020; Allwood et al., 1999  

Salacca zalacca (=Salacca 
edulis) 

ヤシ科 サラカ属 サラカヤシ salak 農林水産省植物防疫所, 2018b  

Phoenix dactylifera ヤシ科 フェニックス ナツメヤシ date palm White and Elson-Harris, 1992; Ndiaye et al., 
2012; 農林水産省植物防疫所, 2018b 
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属 

Myrica rubra ヤマモモ科 ヤマモモ属 ヤマモモ red bayberry 内川ら, 2010  

※イエローピタヤを寄主植物としない根拠 
いずれの学名においても、本種がイエローピタヤを加害する情報はないため、イエローピタヤは寄主植物ではないと判断した。 
なお、イエローピタヤの学名として近年はSelenicereus megalanthus (= Hylocereus megalanthus)（Korotkova et al., 2017; Ulloa Ulloa et al., 2017）とし、各国の植物分

類に関わる機関のサイト（英国王立植物園(Plants of the World online); ミズーリ植物園(Tropics); European Distributed Institute of Taxonomy(EDIT); フランス国立自然史博

物館(Muséum national d’Histoire naturelle)）においてもこれを採用している（Plants of the World online, 2020; Tropics, 2020; EDIT, 2020; IPN, 2020）。しかしながら、

Hylocereus megalanthus (=Selenicereus megalanthus)と分類される文献（Bauer, 2003; Tel-Zu et al., 2004）もあることから、農林水産省植物防疫所においては従来ど

おりイエローピタヤはHylocereus megalanthusと表記する。 
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別紙３ 
 

Bactrocera dorsalis species complexの寄主植物に関連する経路の年間輸入検査量 
（発生国からの貨物、郵便物及び携帯品） 

 
消費用生植物（果実） 
単位（数量）：kg 
 
イタリックの国名は、当該植物が２国間の条件付きとして輸入されている対象国 

植物名 生産国 2021 2022 2023 
件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Averrhoa bilimbi(ﾋ゙
ﾘﾝﾋ゙ ﾝ) 

ﾊ゙ ﾝｸ゙ ﾗﾃ゙

ｼｭ 1 1         

ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 1 1         
Capsicum annuum 
var. grossum 
(PIMENTO)(ﾋ゚ ﾏーﾝ) 

ｵﾏー ﾝ     1 1     

Capsicum 
annuum(ﾄｳｶ゙ ﾗｼ) ｵﾏー ﾝ 6 8,500         

Carica papaya(ﾊ゚
ﾊ゚ ｲﾔ) 

ﾊﾜｲ諸島 105 160,740 121 157,910 152 156,318 
ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 221 927,533 239 864,756 269 919,867 
台湾 1 2,094         

Citrus grandis(ﾌ゙ ﾝﾀ

ﾝ(ﾎ゚ ﾒﾛ)) 
ﾀｲ 8 24,746 7 12,597     
台湾 19 46,413 24 93,528 17 30,339 

Citrus limon(ﾚﾓﾝ) ｵﾏー ﾝ 1 1         
南ｱﾌﾘｶ 74 2,791,313 51 1,608,040 46 2,045,620 

Citrus paradisi(ｸ゙ ﾚー

ﾌ゚ ﾌﾙー ﾂ) 南ｱﾌﾘｶ 819 28,318,832 730 21,230,478 393 16,150,290 

Citrus 
reticulata ’Ponkan’(ﾎ
ﾝ゚ｶﾝ) 

台湾 9 46,471 6 36,442 8 44,800 

Citrus sinensis(ｵﾚﾝ
ｼ゙ ) 南ｱﾌﾘｶ 56 1,284,274 49 1,028,682 28 623,283 

Diospyros kaki(ｶｷ) ｱｾ゙ ﾙﾊ゙ ｲ

ｼ゙ ｬﾝ     1 540 1 495 

Elaeocarpus(ﾎﾙﾄﾉｷ
属) 

ｲﾝﾄ゙      2 2     
ｽﾘﾗﾝｶ 12 15 31 36     
ﾊ゙ ﾝｸ゙ ﾗﾃ゙

ｼｭ     2 3     

ﾐｬﾝﾏー  1 1         
Fragaria X 
ananassa(ｵﾗﾝﾀ゙ ｲﾁ

ｺ゙ ) 
ｵﾏー ﾝ     1 1     

Garcinia 
mangostana(ﾏﾝｺ゙ ｽ

ﾁﾝ) 
ﾀｲ 81 62,748 76 81,993 146 142,161 
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Gnetum 
gnemon(ｸ゙ ﾈﾂﾑ) ｲﾝﾄ゙ ﾈｼｱ 1 1         

Hylocereus 
undatus * 
costaricensis(ﾋﾛｾﾚｳ
ｽ･ｳﾝﾀ゙ ﾂーｽ*ｺｽﾀﾘｹﾝｼ
ｽ雑種) 

ﾍ゙ ﾄﾅﾑ 314 1,235,983 279 1,057,596 157 663,838 

Hylocereus 
undatus(ﾋﾛｾﾚｳｽ・ｳ

ﾝﾀ゙ ﾂーｽ(ﾄ゙ ﾗｺ゙ ﾝﾌﾙー ﾂ. 
ﾚｯﾄ゙ ﾋ゚ ﾀﾔ)) 

ﾍ゙ ﾄﾅﾑ 286 1,048,736 245 952,237 179 783,882 

Litchi chinensis(ﾚｲｼ
(ﾗｲﾁ)) 

ﾍ゙ ﾄﾅﾑ 86 168,997 32 100,010 50 108,222 
台湾 105 190,397 99 134,385 87 135,018 
中国 28 304,152 21 236,832 20 197,620 

Malus pumila var. 
domestica(ﾘﾝｺ゙ ) ｵﾏー ﾝ     1 1     

Mangifera indica(ﾏﾝ
ｺ゙ ｳ(ﾏﾝｺ゙ )ー) 

ｱｾ゙ ﾙﾊ゙ ｲ

ｼ゙ ｬﾝ         2 103 

ｲﾝﾄ゙  41 57,426 48 47,288 64 52,481 
ﾀｲ 582 1,155,600 577 913,289 868 985,932 
ﾊ゚ ｷｽﾀﾝ 53 244,027 66 146,796 75 187,909 
ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 32 59,008 8 5,860 12 11,243 
ﾍ゙ ﾄﾅﾑ 227 596,901 189 852,593 278 1,072,366 
台湾 343 860,499 259 522,669 297 719,487 

Musa 
acuminata(=Musa 
nana)(ﾐﾊ゙ ｼｮｳ(ｱｸﾐﾅー
ﾀ)) 

ｲﾝﾄ゙      1 10 2 20 
ｲﾝﾄ゙ ﾈｼｱ 2 67         
ｳｶ゙ ﾝﾀ゙  2 1,020         
ｶﾝﾎ゙ ｼ゙ ｱ 35 495,092 2 44 4 142 

Musa nana(=Musa 
acuminata)(ﾐﾊ゙ ｼｮｳ

(三尺ﾊ゙ ﾅﾅ)) 
台湾 1 30         

Musa paradisiaca 
var. sapientum(ﾊ゙ ﾅ

ﾅ) 

ｱｾ゙ ﾙﾊ゙ ｲ

ｼ゙ ｬﾝ 1 1     1 1 

ｲﾝﾄ゙  3 32 7 14 6 13 
ｲﾝﾄ゙ ﾈｼｱ 44 602,317 53 727,592 41 540,551 
ｳｶ゙ ﾝﾀ゙  3 50 13 239 13 193 
ｶ゙ ﾅー 11 43 21 118 19 97 
ｶ゙ ﾎ゙ ﾝ 1 3         
ｶﾒﾙー ﾝ 1 4 1 8 3 10 
ｶﾝﾎ゙ ｼ゙ ｱ 1 36 1 1 31 553,469 
ｹﾆｱ     1 5     
ｺー ﾄｼ゙ ﾎ゙ ﾜ

ﾙー 1 1         

ｺﾝｺ゙ 民主

共和国     1 5 1 2 

ｼﾝｶ゙ ﾎ゚ ﾙー         3 3 
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ｽﾘﾗﾝｶ 3 5 17 31 13 42 
ﾀｲ 227 2,529,411 201 2,300,194 122 1,153,720 
ﾀﾝｻ゙ ﾆｱ 1 4 1 8 1 4 
ﾅｲｼ゙ ｪﾘｱ 10 41 15 52 3 16 
ﾈﾊ゚ ﾙー     1 1     
ﾊﾜｲ諸島     1 1 1 1 
ﾊ゙ ﾝｸ゙ ﾗﾃ゙

ｼｭ 3 3 6 8 8 11 

ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 85 3,506,125 104 2,773,846 137 2,813,040 
ﾌ゙ ﾙﾝｼ゙  1 9         
ﾍ゙ ﾄﾅﾑ 169 2,673,736 235 3,873,353 314 7,518,933 
ﾍ゙ ﾅﾝ     1 3     
ﾏﾚー ｼｱ     3 4 4 5 
ﾗｵｽ 2 6,862 29 445,503 74 1,188,003 
ﾙﾜﾝﾀ゙  1 4         
香港     1 5 3 3 
台湾 176 1,760,236 150 1,100,352 191 1,242,174 
中国     1 1 9 9 
仏領ﾎ゚ ﾘﾈ

ｼｱ         1 1 

Musa 
paradisiaca(料理用

ﾊ゙ ﾅﾅ) 

ｲﾝﾄ゙      7 105 25 235 
ｳｶ゙ ﾝﾀ゙  1 2 1 15 2 5 
ｶ゙ ﾅー 2 20 4 68 1 5 
ｶﾒﾙー ﾝ 1 2         
ｺﾝｺ゙ 民主

共和国     1 3     

ﾅｲｼ゙ ｪﾘｱ 1 2 3 15 3 24 
ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ     2 5     
ﾍ゙ ﾄﾅﾑ 3 2,319         
ﾙﾜﾝﾀ゙          1 5 
台湾 3 624 1 1,200     

Musa(ﾊ゙ ｼｮｳ属(ﾊ゙ ﾅ

ﾅ)) 

ｲﾝﾄ゙  94 3,239 139 3,292 146 3,891 
ｲﾝﾄ゙ ﾈｼｱ 3 142         
ｳｶ゙ ﾝﾀ゙  15 5,580 7 3,047 5 2,113 
ｶ゙ ﾎ゙ ﾝ         1 6 
ｶﾒﾙー ﾝ     1 38     
ｶﾝﾎ゙ ｼ゙ ｱ     5 231 1 1 
ｽﾘﾗﾝｶ 185 3,402 73 1,070 16 194 
ﾀｲ     2 26 5 447 
ﾊ゙ ﾝｸ゙ ﾗﾃ゙

ｼｭ     1 2     

ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 7 104 5 55 6 503 
ﾍ゙ ﾄﾅﾑ 15 458 9 376 18 20,982 
ﾗｵｽ 11 149,250 5 82,500     
台湾 44 192,986 17 35,058 9 15,249 
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Musa(ﾊ゙ ﾅﾅ(ｶﾙﾀ゙
ﾊ゙ )) ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 321 106,247 422 166,440 439 141,277 

Musa(ﾊ゙ ﾅﾅ(ｷｬﾍ゙ ﾝﾃ゙

ｨｯｼｭ)) 

ｲﾝﾄ゙ ﾈｼｱ 95 1,467,102 116 1,823,262 149 2,285,713 
ｶﾝﾎ゙ ｼ゙ ｱ         16 294,320 
ﾀｲ 26 81,654 27 35,966     
ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 5,763 840,741,463 5,602 819,490,365 5,663 813,385,914 
ﾍ゙ ﾄﾅﾑ 218 4,243,308 211 4,497,880 350 8,435,781 
ﾗｵｽ 25 539,250 126 2,736,000 249 4,224,000 
台湾 123 956,687 70 413,778 58 354,840 

Musa(ﾊ゙ ﾅﾅ(ｾﾆｮﾘー
ﾀ)) ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 585 1,406,671 617 1,449,755 477 645,888 

Musa(ﾊ゙ ﾅﾅ(その

他)) 

ｲﾝﾄ゙ ﾈｼｱ     7 8,287 39 6,102 
ﾀｲ 28 196,776 28 206,726 29 193,778 
ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 678 2,719,025 760 2,555,213 851 2,864,236 
ﾍ゙ ﾄﾅﾑ 21 362,880 14 241,920 23 370,520 
台湾 1 3,600         

Musa(ﾊ゙ ﾅﾅ(ﾓﾗー ﾄ゙ )) ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 311 53,956 327 40,976 340 50,371 
Musa(ﾊ゙ ﾅﾅ(ﾗｶﾀﾝ)) ﾌｨﾘﾋ゚ ﾝ 54 5,778 42 2,381 69 2,582 
Nephelium(ﾈﾌｪﾘｭー ﾑ

属) ｶﾝﾎ゙ ｼ゙ ｱ         1 1 

Parkia biglobosa(ﾋﾛ
ﾊﾌｻﾏﾒﾉｷ 加工) ﾀｲ     1 1     

Parkia biglobosa(ﾋﾛ
ﾊﾌｻﾏﾒﾉｷ) ﾅｲｼ゙ ｪﾘｱ     1 1     

Psidium guajava(ﾊ゙
ﾝｼ゙ ﾛｳ(ｸ゙ ｱﾊ゙ )) 

ｱｾ゙ ﾙﾊ゙ ｲ

ｼ゙ ｬﾝ         2 266 

Punica 
granatum(ｻ゙ ｸﾛ) 

ｱｾ゙ ﾙﾊ゙ ｲ

ｼ゙ ｬﾝ     2 3 3 6 

ｵﾏー ﾝ 3 556 1 1     

Theobroma 
cacao(ｶｶｵ) 

ｲﾝﾄ゙ ﾈｼｱ 1 6         
ｶ゙ ﾅー 1 1         
ﾀｲ 2 35         
ﾍ゙ ﾄﾅﾑ 1 120         

Vitis(ﾌ゙ ﾄ゙ ｳ属) 台湾 1 40         
Ziziphus 
mauritiana(ｲﾝﾄ゙ ﾅﾂ

ﾒ) 
台湾 45 38,991 32 27,194 34 33,076 
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別紙４ 
 

諸外国における輸入検疫措置の詳細 
 

輸入国 検疫措置 対象品目 
（生果実） 対象病害虫 処理基準 根拠文献 

アメリカ合衆

国 
低温処理 アンズ、ミカン属、ブド

ウ、ネクタリン、モモ、ス

モモ 

・Bactrocera dorsalis 
・Ceratitis capitata 
・C. quinaria 
・C. rosa 
・Thaumatotibia leucotreta 

果実中心温度-0.55℃以下で22日間 USDA, 2024 

ゴレンシ、レイシ、リュウ

ガン、ナシ 
・Bactrocera dorsalis 
 

以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度１℃以下で18日間 
・果実中心温度1.38℃以下で18日間 

USDA, 2024 

バンジロウ ・Bactrocera dorsalis 以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度０℃以下で12日間 
・果実中心温度１℃以下で15日間 

USDA, 2024 

中国産ミカン属（オレンジ

等） 
・Bactrocera correcta 
・B. dorsalis 
・B. occipitalis 
・B. pedestris 
・Zeugodacus cucurbitae 
・Z. tau 

以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度1.11℃以下で20日間 
・果実中心温度0.56℃以下で18日間 
・果実中心温度1.67℃以下で22日間 

USDA, 2024 

熱処理（蒸

熱処理） 
台湾産マンゴウ ・Bactrocera dorsalis 

・B. cucurbitae 
果実中心温度47.5℃以上で30分間 USDA, 2018a; 

USDA, 2018b 
ハワイ産パイナップル及び
Vasconcellea pubescens  

・Bactrocera dorsalis 
・B. cucurbitae 
・Ceratitis capitata 

果実中心温度44.4℃以上で８時間45
分間 

USDA, 2018b; 
USDA, 2017 

ハワイ産パパイヤ ・Bactrocera dorsalis 
・B. cucurbitae 

以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度44.4℃以上で８時間

USDA, 2018b; 
USDA, 2017 
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・Ceratitis capitata 45分間 
・果実中心温度47.2℃まで４時間で上

昇 
ハワイ産レイシ、リュウガ

ン及びランブータン 
・Bactrocera dorsalis 
・Ceratitis capitata 

果実中心温度47.2℃まで１時間で上

げ、その温度で20分間 
USDA, 2018b; 
USDA, 2017 

トウガラシ、ナス、カリ

カ、パパイヤ、パイナップ

ル、ペポカボチャ 

Bactrocera dorsalis 
Ceratitis capitata 
Zeugodacus cucurbitae 

果実中心温度44.4℃以上で８時間45
分 

USDA, 2024 

熱処理（温

湯浸漬） 
ハワイ産レイシ及びリュウ

ガン 
・Bactrocera dorsalis 
・Ceratitis capitata 

温湯温度49℃以上で20分間 USDA, 2018b; 
USDA, 2017 

熱処理（強

制通風処

理） 

ハワイ産パパイヤ及びカン

キツ属 
・Bactrocera dorsalis 
・B. cucurbitae 
・Ceratitis capitata 

果実中心温度47.2℃まで４時間で上

げ、その温度で５分間 
USDA, 2018b; 
USDA, 2017 

ハワイ産ランブータン ・Bactrocera dorsalis 
・Ceratitis capitata 

果実中心温度47.2℃まで４時間で上

げ、その温度で20分間 
USDA, 2018b; 
USDA, 2017 

臭化メチル

くん蒸処理 
・フィリピン産アボカド 
・ハワイ産アボカド 

・Bactrocera dorsalis 
・B. cucurbitae 
・Ceratitis capitata 

32 g/㎥の臭化メチルを使用し、21.2℃
以上で30分（天幕くん蒸の最低ガス

濃度は26oz）、２時間（天幕くん蒸の

最低ガス濃度は16oz）又は４時間

（天幕くん蒸の最低ガス濃度は

14oz） 

USDA, 2024 

臭化メチル

くん蒸処理

＋低温処理 

リンゴ、アンズ、アボカ

ド、 
サクランボ、ブドウ、キウ

イ 
、ネクタリン、モモ、ナ

シ、 
スモモ、マルメロ 

・Bactrocera dorsalis 
・B. tryoni 
・Ceratitis capitata 
・Zeugodacus cucurbitae 

 
・投薬量32 g/㎥、21.2℃以上で30分
（天幕くん蒸の最低ガス濃度は

25oz）又は２時間（天幕くん蒸の最低

ガス濃度は18oz） 
＋ 
0.56～2.77℃で４日間又は3.33～
8.33℃で11日間 
 
 

USDA, 2024 
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放射線照射

処理 
ハワイ産のミカン属、カボ

チャ属等の生果実、フィリ

ピン産マンゴウ、ベトナム

産ポメロ 

本種を含むミバエ科ミバエ科 150Gy以上（1,000Gyを超過しない） USDA, 2024 

ハワイ産及びフィリピン産

マンゴウ 
・ミバエ科の全ミバエ 
・Sternochetus mangiferae 

300Gy以上（1,000Gyを超過しない） USDA, 2024 

複合措置 ・中華人民共和国産スウィ

ートオレンジ 
・Bactrocera dorsalis 
・B. cucurbitae 
・B. correcta 
・B. minax 
・B. occipitalis 
・B. pedestris 
・B. tau 
・B. tsuneonis 

・B. minax及びB. tsuneonisに対する措

置：Pest Free Places of Production 
(PFPP) で生産。 

・B.correcta、B. cucurbitae、B. dorsalis、
B. occipitalis、B. pedestris及びB. tau
については、これらミバエの

PFPP、又は生産場所がこれらミバ

エの低密度発生である場合は、追加

で植物検疫上の安全措置としての輸

送中の低温処理。 

USDA, 2024 

オーストラリ

ア 
病害虫無発

生地域 
中華人民共和国産ブドウ

（新疆ウイグル自治区を除

く。）、リンゴ、ナシ、モ

モ、ネクタリン、スモモ及

びアンズ 

Bactrocera dorsalis、Drosophila 
suzukii 

北緯33度以北 BICON, 2018 

低温処理 中華人民共和国産ブドウ

（新疆ウイグル自治区を除

く。） 

・Bactrocera dorsalis 
・Drosophila suzukii 

以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度０℃以下で10日間 
・果実中心温度0.56℃以下で11日間 
・果実中心温度1.11℃以下で12日間 
・果実中心温度1.67℃以下で14日間 

BICON, 2018 

中華人民共和国産リンゴ、

ナシ、モモ、ネクタリン、

スモモ及びアンズ 

Bactrocera dorsalis 果実中心温度３℃以下で18日間 BICON, 2018 
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・中華人民共和国産レイシ 
・台湾産レイシ 
・タイ産レイシ 

ミバエ類（fruit fly） 以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度0.99℃以下で17日間 
・果実中心温度1.38℃以下で20日間 

BICON, 2018 

・中華人民共和国産リュウ

ガン 
・タイ産リュウガン 

ミバエ類（fruit fly） 以下のいずれかの基準で処理。 
・防除を実施している園地の場合：果

実中心温度0.99℃以下で15日間又

は果実中心温度1.38℃以下で18日
間 

・防除を実施していない園地の場合：

果実中心温度0.99℃以下で17日間又

は果実中心温度1.38℃以下で20日間 

BICON, 2018 

インド産ブドウ ・Bactrocera correcta 
・B. dorsalis 
・Drosophila suzukii 

同上 BICON, 2024 

インド産ポメロ ミバエ類（fruit fly） 1.67℃以下で18日間 BICON, 2024 

熱処理（蒸

熱処理） 
ベトナム産ヒロセレウス属 ・Bactrocera dorsalis 

・B. correcta 
・B. cucurbitae 

果実中心温度46.5℃以上で40分間（庫

内湿度90%以上） 
BICON, 2018 

中華人民共和国産リュウガ

ン及びレイシ 
ミバエ類（fruit fly） 以下のいずれかの基準で処理。 

・果実中心温度47℃以上で15分間 
・果実中心温度46℃以上で20分間 

BICON, 2018 

台湾産マンゴウ ミバエ類（fruit fly） 果実中心温度46.5℃以上で30分間 BICON, 2018 
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インド産マンゴウ ミバエ類（fruit fly） 以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度46.5℃以上で30分間 
・果実中心温度47.5℃以上で20分間 

BICON, 2018 

フィリピン産マンゴウ ・Bactrocera dorsalis 
・B. occipitalis 

・果実中心温度46℃で10分以上 
＋ 
・１ロットあたり600果を外観検査

し、異常が見られた場合果実を切開し

て内部を検査する。 

BICON, 2024 

熱処理（温

湯浸漬処

理） 

パキスタン産マンゴウ ・Bactrocera correcta 
・B. dorsalis 
・B. zonata 

果実中心温度48℃以上で60分以上 BICON, 2024 

臭化メチル

くん蒸処理

＋低温処理 

中華人民共和国産ブドウ

（新疆ウイグル自治区を

除く。） 

・Bactrocera dorsalis 
・Drosophila suzukii 

以下のいずれかの基準で処理。 
・32ｇ/㎥の臭化メチルを使用し、果

実中心温度21℃以上で２時間（収

容率は50%以下）＋果実中心温度

2.77℃以下で４日間 
・32ｇ/㎥の臭化メチルを使用し、果

実中心温度21℃以上で2.5時間（収

容率は50%以下）＋果実中心温度

4.44℃以下で４日間 
・32ｇ/㎥の臭化メチルを使用し、果

実中心温度21℃以上で３時間（収

容率は50%以下）＋果実中心温度

8.33℃以下で３日間 
・40ｇ/㎥の臭化メチルを使用し、果

実中心温度21℃以上で２時間（収容

率は50%以下）＋果実中心温度

2.77℃以下で４日間 

BICON, 2018 
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臭化メチル

くん蒸処理

＋低温処理 

中華人民共和国産リンゴ、

ナシ、モモ、ネクタリ

ン、スモモ及びアンズ 

Bactrocera dorsalis 以下のいずれかの基準で処理。 
・32ｇ/㎥の臭化メチルを使用し、果

実中心温度21℃以上で２時間（収

容率は50%以下）＋果実中心温度

2.77℃以下で４日間 
・32ｇ/㎥の臭化メチルを使用し、果

実中心温度21℃以上で2.5時間（収

容率は50%以下）＋果実中心温度

4.44℃以下で４日間 
・32ｇ/㎥の臭化メチルを使用し、果

実中心温度21℃以上で３時間（収容

率は50%以下）＋果実中心温度

8.33℃以下で３日間 

BICON, 2018 

SO₂/CO₂ く
ん蒸＋低温

処理 

中華人民共和国産ブドウ

（新疆ウイグル自治区を除

く。） 

・Bactrocera dorsalis 
・Drosophila suzukii 

以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度15.6℃以上で、

６%CO₂及び１%SO₂で30分間（収

容率は33%以下）＋果実中心温度-
0.5±0.5℃以下で10日間 

・果実中心温度15.6℃以上で、

６%CO₂及び１%SO₂で30分間（収

容率は33%以下）＋果実中心温度

0.9±0.5℃以下で12日間 

BICON, 2018 

放射線照射

処理 
ベトナム産りゅうがん Bactrocera correcta 

Bactrocera dorsalis 
最小線量150Gy、最大線量1,000Gy BICON, 2024 
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インド産マンゴウ ミバエ類（fruit fly） 最小線量150Gy BICON, 2024 

パキスタン産マンゴウ Bactrocera correcta 
Bactrocera dorsalis 
Bactrocera zonata 

ニュージーラ

ンド 
病害虫無発

生地域 
・Bactrocera dorsalis 発生国

産ランブータン 
・中華人民共和国産バナナ

他 

Bactrocera dorsalis 国際基準No.26（Establishment of pest 
free areas for fruit flies (Tephritidae)）に基

づき設定、管理及び維持 

MPI, 2018 

低温処理 
 

台湾産レイシ ・Bactrocera dorsalis 
・B. cucurbitae 

果実中心温度1.0℃以下で13日間 MPI, 2018 

タイ産レイシ ・Bactrocera dorsalis 
・B. cucurbitae 

以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度０℃以下で10日間 
・果実中心温度0.56℃以下で11日間 
・果実中心温度1.11℃以下で12日間 
・果実中心温度1.67℃以下で14日間 

MPI, 2018 

タイ産リュウガン ・Bactrocera dorsalis 
・B. correcta 

以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度0.99℃以下で13日間 
・果実中心温度1.38℃以下で18日間 

MPI, 2018 

 ミカン属 ・Bactrocera dorsalis 果実中心温度1.7℃以下で15日間 MPI, 2024 
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熱処理（蒸

熱処理） 
 

台湾産レイシ ・Bactrocera dorsalis 
・B. cucurbitae 

室温から46.5℃まで上げ、その温度で 
20分間 

MPI, 2018 

タイ産レイシ ・Bactrocera dorsalis 
・B. cucurbitae 

室温から47℃まで上げ、その温度で 
20分間 

MPI, 2018 

タイ産リュウガン ・Bactrocera dorsalis 
・B. correcta 

MPI, 2018 

ベトナム産マンゴウ ・Bactrocera dorsalis 
・B. carambolae  
・B. cucurbitae 
・B. correcta 

以下のいずれかの基準で処理。 
・果実中心温度46.5℃以上で30分間 
・果実中心温度47℃以上で20分間 
 

MPI, 2018 

インド産マンゴウ ・Bactrocera dorsalis 
・B. caryeae 
・B. cucurbitae 
・B. correcta 
・B. diversa 
・B. tau 
・B. zonata 

果実中心温度48℃以上で20分間 

臭化メチル

くん蒸処理 
インドネシア産マンゴスチ

ン 
・Bactrocera carambolae 
・B. papaya 

32ｇ/㎥の臭化メチルを使用し、21℃
以上で2時間（収容率は50%を超え

ないこと） 

MPI, 2018 

放射線照射

処理 
タイ産レイシ ・Bactrocera dorsalis 

・B. cucurbitae 
・Conogethes punctiferalis 

250Gy以上 MPI, 2018 

タイ産リュウガン ・Bactrocera dorsalis 
・B. correcta 
・Conogethes punctiferalis 
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ベトナム産マンゴウ ・Bactrocera dorsalis 
・B. carambolae 
・B. cucurbitae 
・B. correcta 

400Gy以上 
 

MPI, 2018 
 

Bactrocera dorsalis 発生国産

ランブータン 
・Bactrocera dorsalis 国際基準No. 28 付属書7（Irradiation 

treatment for fruit flies of the family 
Tephritidae (generic)）に基づく処理 

MPI, 2018 

収穫からこ

ん包までの

措置 

タイ産マンゴスチン ・Bactrocera dorsalis 
・B. carambolae 
・B. papaya 

成熟果を収穫し、こん包施設で荷口の

全量を目視検査（傷害果の有無） 
MPI, 2018 

国際基準 No. 
28 Annex 32 

熱処理（蒸

熱処理） 
パパイヤ Bactrocera dorsalis 庫内温度を室温から47℃に３時間以

上かけて上昇させ（相対湿度80％以

下）、果実中心温度46℃で70分間

（庫内温度47℃以上・相対湿度90%
以上） 

FAO, 2018 
 
 
 
 
 

国際基準 No. 
28 Annex 7 

放射線照射

処理 
ミバエ科の寄主植物（生果

実及び野菜） 
ミバエ科 最低150Gy照射 FAO, 2016 

国際基準 No. 
28 Annex 33 

Bactrocera dorsalis の寄主植

物（生果実及び野菜） 
Bactrocera dorsalis 最低116Gy照射 FAO, 2021 
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